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帽度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測量にこの－台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型5.2％ミラー付

磁石分度：内径70%1.又は30目盛

高度分度：全円1°目盛

水平分度：5分目盛O-bac帰零方式

望遠鏡；12倍反転可能
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を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ

ラツクス調整等が個人差を完全に補整します。
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コンドルT-22Y 謹垂婆騨
操作性に優れたコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をポイントするだけ､71ｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡予ｲ型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニブリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための
インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は頂点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形毛)E雁に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能？0．05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用
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■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等

エクスプラン デーアイ

X-P､LSAN360d/360i

血牛方商会東京都大田区千鳥2－l2－7TELO3(750)0242代〒'46



繍叢擬講 12.1gSSN｡.561

Ｐ
Ｇ

＜論壇＞海の向こうから日本の林業，林学を考える

一中欧の森を訪ねた学生の旅の意識から…･･･…･･･赤井龍男・・2目次

木を生かした町づくり－熊本県小国町の地域振興…小邦徹…7

三州足助屋敷の炭まつり一新名所となった三州足

助屋蚊の「The炭」展から………．．……･矢沢長介…11

リモートセンシングの業務への活用 田淵裕一･･･14

１
８
四
日

複層林施業事例を見て－これからの技術的検討課題

その5東京都水道水源林のカラマツーヒノキ

二段林………･………･･･…………･…………大類喜一郎…19

山峡の譜

東ノ川一林道工事現場の記録（四）………………宇江敏勝…24

私の古樹巡礼

70．上野原の大ケヤキ／71．隠家森･･…"･････…･……八木下弘…26

木の名の由来

9ｱｽﾅﾛ"………………………………緊簔義毒…2§
＜会員の広場＞

アメリカにおける自然保護問題について．…････……･柴田晋吾…36

表紙写真

第35回森林・林業

写真コンクール

三席

「森林の美」

静岡県朝霧高原田貫湖
畔にて

静岡県浜松市

土屋隆作

技術情報･……・

農林時事解説････．．…

統計にみる日本の林業

林政拾遺抄．．……・

木と住まいの美学･…．．

本の紹介･……･…．．…･・・

こだま･･………･……

JournalofJournals…･･.･

林業関係行事一覧（12．1月）

３
０
０
１
２

２
３
３
３
３

●
●
Ｃ
Ｇ
Ｃ

32

33

34

39

認
1988.12 林業技術総目次【昭和63年-1988年（550～561号)］

新会員勧醗のお願い･･………．．……･･･…･……････…･･…・

第36回森林･林業写真コンクール作品募集要領……･･･

40

45

45D

L



2

一一一■■■－－－－－－■■ｰ－－‐‐

論 壇

海の向こうから日本の

林業，林学を考える
－中欧の森を訪ねた学生の旅の意識から－

あかいたつお

赤井龍男＊
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はじめに－海外旅行

の意義

旅の中身と参加の動機

＊京都大学農学部助教授

林業技術No.5611988. 12

海外旅行は一大ブームだそうである。『観光白書』によると，昭和62年は前

年を24％上回る約683万人で，史上最高を記録したという。総理府はこの現

象を，円高メリッI､による割安感が広く浸透したものと分析している。また海

外旅行に対する意識としては，世界の人々との友好親善に役立つとか，視野を

広め日本を見直すのに役立つとの考え方が多く，また旅行の目的としてはその

土地の風物，自然の美しさを見るのが最も多い。したがって観光目的が約83％

を占め,業務等は15％，学術研究はコンマ以下となっている。このような海外

旅行の急増の中で，森林，林業の視察を目的にした旅行者がどれほどあるの

か，よくは知らないが多分微々たるものであろう。

昨年秋，山形大学農学部の北村昌美教授の呼びかけで，国立大学の林学科学

生を主体にした「中欧の森林を訪ねる旅」に同行した。このような海外見学旅

行は1，2の私立大学を除いておそらく初めての試みであったろう。私自身は

前年に訪れた所でもあったが，新たな知見を得て有意義であったものの，それ

にもまして同行学生諸君の目の輝きに強い感動を受けたものである。彼らの見

て感じた中欧の森の印象はどのようなものであったのか，参加学生の半数の意

識を知ることができたので，それをもとに，海の向こうから森と人間のかかわ

り方，厳しい不況下にある日本の林業とか，揺れ動く林学の教育体系を考える

意義を論じてみたいと思う｡そして国際化，情報化の時代，これからの日本の

林業，林学を担う若い世代の方々に，いろいろな期待をこめて海外旅行の機会

を持つことを勧めたいと思う。

見学旅行の日程は10月25日から11月6日帰国までの13日間であった。旅

行の目的は教育上というようなカリキュラム型式のものではなく，西ドイツお

よびフランスの代表的な森林とその施業法を見て営林署長等の話を聞くという

ものであった。そればかりでなく後半は，各人の自由行動にあてられ，語学

力，行動力に対する学生の自主性を高める意図もこめられていたまことにユニ

ークな企画であったと評価している。

主要な見学地は1日目だけライン川下り，ハイデルベルグという一般観光を

行い，2日目からはシュヴァルツヴアルトに入り，ノイエンビュルク営林署の

国有林経営，ヴォ.ルファッハの民有林の択伐林，ザンクト・メルゲン営林署の



バーデン式画伐林と北から南のフライブルグまで3日間で通したいささかハー

ドな旅であった。5日目はライン川を越え，コルマー営林署管内のボー･ジュの

森を見学した。

参加者は北村教授を団長に，山形大学学生10名（内3回生7名)，高橋助教

授，信州大学学生14名（内3回生12名)，高知大学大学院学生2名，永森・

池本両教授，西村助教授，他に岐阜大学大内教授，千葉大学赤坂講師と地方行

政官3名および私の総勢37名であった。学生26名中4名の女子学生が参加し

た。修学旅行という見地から見ると，山形大学学生の参加者が多いのは当然

としても，岐阜大学や私の所属する京都大学は1人もなく，引率教官のいない

信州大学の学生が14名も参加したことは大きな関心事であった。このことに

関し，去る7月初旬信州大学学生諸君の半数から旅行参加の動機を聞いてみ

た。

若い学生諸君の外国へのあこがれは著しく高いが，それだけで一般観光のほ

とんど組み入れられていない今回の地味な旅行に参加する意志を固めたわけで

はなさそうである。より直接的には，林学の講義の中で特に菅原教授のドイツ

の森林，林業の話に興味を持ったうえ，文献等で理解するより現地を見たほう

がよいといわれ心が動いたそうである。氏の話上手というところであろうか。

2，3の学生は「授業内容を目で確かめてやろう」と思ったそうであるが，う

かつな講義はできない時代になったものである。一方，山形大学の学生も同様

の動機から参加したものと思うが，京都大学からは3回生の諸君に勧めたもの

の残念ながら1人も参加しなかった。教育指導の在り方にいささか考えさせら

れるものがあった。なお自由行動日の経費も加えれば最低40万を超す旅費の

面倒をみた学生諸君の親の教育に寄せる理解に敬意を表しておきたい。

参加学生は全員初めての海外旅行であった。見るもの，聞くものすべてが新

鮮で興味を引くものであったと思う。今回の見学旅行の印象について山形大学

と高知大学からは感想文をいただき，また信州大学の学生諸君には前述のよう

に直接話を聞くことができた。学生諸君の持った印象は日本の批判も含めさま

ざまであったが，共通する部分も多かった。そのいくつかを簡単に紹介してみ

よう。

1）森林の構成について

大半の学生は樹種の少なさ，木の通直性にまず関心を持ったようである。ド

イツの樹木分類の学習のやさしさをうらやましく思った反面，日本の植生の豊

かさに力強さを感じたそうで，自然環境の違いを認識したことは意義のあるこ

とである。一方人工林ではスギ，ヒノキの単純林，単層林を見慣れているため

か，広葉樹も含めた他樹種の混交する種椛成や択伐林等階層構造の多様さに強

い印象を持った学生が多かった。

2）森林施業について

参加学生の大半が3回生で，林学特に森林作業法に関する知識をまだ十分持

3

学生の見た中欧の森の

印象一批判の芽生え
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っていないクラスであったためか，施業技術に関する意見は意外に少ぽかつ

た。それでも択伐作業や画伐作業で天然更新がうまく行われている実情に感銘

を受けた学生も多くいた。特に稚樹，幼樹を傷めないよう伐倒に気を使い，天

然更新にも金をかけていることに関心を持ったようである。高知大学の大学院

生の1人は，ヴォルファッハの択伐林に感心すると同時に，ノロジカが少ない

から成功しているとの説明に疑問を持ち，生態調査の必要性を提言したり，バ

ーデン式画伐は経験主義的すぎるので，定量的な光条件を把握して普遍的技術

にすべきであると日本の林学の知識から批判の目を向けていた。しかし一方で

森林施業は長い時間をかけ経験を積み上げることこそ必要であるとの見方もあ

った。その意味でドイツの森林官特に学位を持ち大学の講義も行うノイエンビ

ュルクのH.Pabst署長や，ザンクト・メルゲンのE.Klein署長の豊富な知

識と，施業法に違いはあるがそれぞれの技術に確たる自信を持っていることに

大半の学生は目を見張り，また，署長の長い任期と強い権限に畏敬の念を持っ

たようである。失礼ではあるが，日本の営林署長の地位の低さに同情を寄せた

のかもしれない。

さらにドイツにおける歴史的過程として，森林破壊後の営々たる人工造林の

努力と，その後で具現化した一斉造林の弊害についてある程度認識したよう

で,E.Klehl署長の「自然のシステムに従う林分がいちばん強い林分」とい

う話に，多くの学生は心うたれたようであった。

3）営林署の役割について

ドイツの営林署は国有林だけでなく公有林，民有林に対する指導，管理を行

うこと，またフランスのコルマー営林署でも民有林の伐採木の選定は署で，伐

倒は民間でというように，官民一体の森林施業が行われていることに興味を抱

いたようであった。

一方森林を住宅，農地等に転用することを厳しく規制しているというH・

Pabst署長の話に，国有林地を切り売りすることもある国と比較してとまどっ

たそうである。

4）森と人々のかかわりについて

大半の学生が最も強い印象を受けたのは，森に対する人々の理解と休養的な

利用であったようである。ドイツ人はブラプラの散歩ではなく森の中をただひ

たすらに歩くヴァンデルンクを好むが，その姿を身近に見て森林レクリエーシ

ョンの原点は歩くことであるとの実感を強く持ったものと思う。それゆえ日本

のレジャー産業化したレクリエーション的施設や，客寄せ的な森林の公園化に

非難の意見が多かった。

一方，ヴァンデルンクのために皆伐を避けた人工林施業や，道路と標識の整

備がよく行われていることの心配りと，森林官に対する人々の信頼があついと

いう実態の認識から，知床問題等との関連で日本の自然保護運動に疑問を抱い

たり，反対に国有林技術者の自然環境に適した施業に対しての認識不足に批判

の声も出ていた。さらに日本の国有林の厳しい入山制限に対して，せめて歩

いて森を楽しむ入山については一般施業林も開放してほしいと強い要望があっ



た。彼らが国有林を担当するまでは無理なことであろうか。

5）総括して

上述のように中欧の森やそれにかかわる人々に対する学生の印象は，強烈で

新鮮なものが多かったようである。林学，林業に関する知識はある程度身につ

けていたとは思うが，単に森や人々の営みに感嘆し，授業内容を肯定するだけ

でなく，森に対する考え方，施業の取組み方，あるいは歴史，文化の差を認識

するとともに，適確な批判の目を持っていたことは注目に値しよう。さらに重

要と思われることは，日本の林業や森林レクリエーションの在り方に明確な批

判を芽生えさせたことである。

旅行から帰りいろいろ考えてみると，どうも教科書的な良いお手本ばかり見

てきたように思うとの意見も多かった。確かにポージュはともかくシュヴァル

ツヴアルトではほとんど皆伐地を見学していない。本地での森林作業法の主流

である皆伐一斉造林とその問題点を考えさせるべきであったかもしれない。ま

た伐出法や林業経営についての説明もあったが，学生の関心は今一つ低かっ

た。しかし参加学生全員の感想として，大変良い経験をしたと旅の評価をして

いたことは，将来彼らの経験が日本の林業や林学の中に必ず生かされるものと

信じたい。

今ここでことさら取り上げるまでもなく，日本の林業は危機的な状態にあ

る。さらに周知のように，多くの大学の林学科は学部改組で寸断され，林業を

支える理論の場としての林学は，林業の現実とともに崩壊の様相を呈しつつあ

る。日本の林学は，明治の末，ドイツ林学の直輸入から始まったといわれる。

その主流は皆伐人工造林の弊害への反省から生み出された自然法則に従う天然

更新を主体にした各種の森林作業法や経営法であり，日本の林業特に国有林に

大きな影響を与えた。しかし自然環境の著しく異なる日本に伐採法のみを取り

入れた施業はほとんど失敗し，また第二次世界大戦中の強制伐採等により多く

はその成果を見ないまま消滅した。今回学生の多くはドイツと日本の自然環境

の差を-'一分理解していたようで，択伐等の作業法は，そのままでは日本に通用

しないのではないかと指摘していた。第二次大戦後，その復興に向けて拡大造

林を主体にした皆伐一斉造林が始まったが，これを機会にして日本の林学力罫よ

うやく独立したと考えられよう。しかし急速な工業化とともに環境問題がクロ

ーズアップされ,森林の担うべき役割として特に生活環境保全とか休漣的機能

に対する森林への期待が大きくなってきたが，木材生産を柱とした林学体系は

根本的な理念と体質の改善を迫られているといえよう。

一方，1,000万haを超える一大人工造林が達成されたことへの評価は大きい

ようである。しかし旅行参加の学生諸君が危倶するように，ドイツ林業が直面

した皆伐一斉造林の弊害は忘れ去られていないであろうか。また柱材主体の生

産体系は需給の市場原理からみて，より林業不況を増幅しないであろうか。

このような林業，林学の一大転換期にありながら，総論はともかく具現性の

ある活発な論議はどうしたことかあまり表に出てこない。衰退期の無力感なの

5
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編は世界的視野から
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であろうか。62年度の『林業白書』ではその冒頭に，新たな林業技術によっ

てルネッサンスを目指そうと，将来展望をかかげた。しかし複層林施業とか育
毛

成天然林施業等期待される新たな森林造成技術が，長い伝統を持つ吉野等の林

業地に取り入れられる可能性はきわめて少なかろう。笛吹けど踊らずの感が深

い。しかし択伐等複層林を形成する施業を実行しているドイツのような国があ

り，これは森にたずさわり，森を訪ねる人々の互いの理解に基づくものである

ことを，学生諸君は海の向こうで，狭いながらも世界的視野から知ることが

できた。したがって林業の復権，林学の再編は，慣習とか既成の枠にこだわら

ない若い世代の世界的視野からの発想に期待できよう。

地球上の自然環境は多様であり，そこに住む人々の生活，文化もまたさまざ

まである。当然森と人間のかかわり方もそれぞれに特色がある。林業に関して

みれば，ここで取り上げたドイツ林業だけでなく，アメリカ，カナダのコマー

シャルベースに徹した低コスト育林とバイオテクノロジーの導入，北欧，カナ

ダの寒冷地における森林造成，かたくなに伝統を引き継ぐスイスの択伐あるい

は熱帯多雨林における択伐と焼畑の実態等は，林学の学生諸君ばかりか林業の

現場を支える若い人々に是非見てほしいものである。そして海の1句こうから日

本の集約農法的な林業を見直してほしいと思う。今年10月初旬，ニュージー

ランドで信州大学木平教授を世話役にした林業統計研究会の合同セミナーが持

たれ，これに東京大学大学院学生3名が参加していたが，ニュージーランドの

林業の地位を飛躍的に高めたラジアータマツの穀物栽培的林業に彼らは多くの

教訓を得たようで，大きな収種であったろう。

林学に関しても，木材生産という森林の資源部門に環境部門を独立あるいは

併列させた大学，研究所が世界の大勢である。これも海の向こうの学生と交流

することによって理解が深められるはずである。大学の見学旅行も海外への時

代であろう。今後，多くの大学で，合同の海外見学旅行を企画してみてはいか

がであろうか。旅行諸経費の予算化とかカリキュラム上の取扱いもこれからの

新たな問題になろう。

新しい年，山形，信州大学等でアメリカ西海岸あるいは再度ヨーロッパの森

を訪ねる旅を呼びかけるかもしれない。もし機会が得られれば稜極的な参加を

勧めたい。柔軟な頭脳を持つ多くの学生や若い方たちが世界を飛び回り，それ

ぞれの体験から日本のこれからの森と人々のかかわり方が論ぜられ，経済と環

境の効用を最適に発揮する新しい時代の林業；林学が再構築される日のくるこ

とを期待したい。

＜完＞



7

「 小邦徹

’

木を生かした町づくり
－熊本県小国町の地域振興一

I
1．はじめに

今日，地域社会は好むと好まざるとにかかわら

ず，厳しい地域間競争にさらされている。こうし

たおり，1984年，知事はこの地域間競争時代に対

応できるための個性ある地域づくり，地域社会の

活性化を目指した「くまもと日本一づくり運動｣を

提唱した。これによって，県は知恵と工夫を凝ら

し，自らの力で地域づくりに取り組む市町村や各

種団体を積極的に支援することとしたのである。
おく'に

一方，県の北端に位置する小国町は，全土地の

80％近くが森林に覆われ，昔から林業の盛んなと

ころである。

1985年が町制施行50周年にあたるところか

ら，これを機に，知事の提唱に呼応し，来るべき

21世紀へ大きく一歩を踏み出すべく「おぐにみら

い21－悠木の里づくり」構想を掲げ，地域振興

を図ることとした。

2．小国町の林業的背景

小国町は県内でも有数の林業地域である。森林

面積は約1万haであり，そのうち7,000haが人工

林である。大部分がスギで占められ，標準伐期齢

以上の面積が全体の23％，20～35年生が45％を

占めるなど，県内では最も成熟度の高い森林資源

を有する地域である。ここから生産される丸太は

年間5万㎡を超え，その80％が森林組合の素材

市場で販売されている。

この林業地域の歴史は古く，もともとは板材用

素材として大丸太の生産地として有名であった

が，板材が合板との競合によって大きな痛手を受

けて以来，今日に至っている。

｜
ﾄ

一方で，近年の森林資源状況から，中小径材の

大量出現を招き，新たな市場の開拓が求められて

いる。現在の生産物として建築用角材や割材にも

仕向けられているとはいうものの，今後，中小径

材を含め，木材の生産を一段と増加させていかな

ければならない現況を踏まえると，建築用構造材

の産地としての地位をかつての板材に匹敵するほ

どに確固たるものに築くことが大きな課題となっ

ている。

3．おぐにみらい21－悠木の里づくり

この構想には，①悠久の年輪を刻む小国杉の活

用による地域デザインづくり，②悠々と噴き上げ

る地熱の活用による地域開発，③悠然たる大自然

の活用による観光地づくり，④地場資源の活用に

よる特産品づくり，⑤町民手づくりのイベントづ

くり，⑥未来に挑戦する小国人づくり等を掲げて

いる。ここには，県内有数の林業地でありながら

林業に固執することなく町内の特性を幅広くとら

えたうえで，なお，林業を地域振興の核と据え，

その果たす役割を大きく位置づけている。この構

想が公表されて以来，今日まで，それぞれの人々

がそれぞれの立場ですばらしい活躍を続けている

わけであるが，その中からここでは，林業と町づ

くりのかかわり方について述べることとする。

4．「小国杉を主体とする街づくり」計画

この計画には，町を代表するスギをまず自らの

街づくりにふんだんに活用することによって，

「森の国」にふさわしい街並みづくりを図ること

と，それを通じて小国林業の振興が意図されてい

る。具体的には，①木造立体トラス構法による公

林業技術No.56119s8．12
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共施設群の創出，②在来構法による「ふるさと施

設」の建築等を推進すること等である。そして行

政がつくりだす建物はもとより，各団体，個人の

商店，住宅等についても建物に限らず種々の局面

でもスギの使用を推進することとしている。

木造立体トラスによる公共施設としては，現

在，旧国鉄宮原線肥後小国駅舎跡地に建てられた

交通センター（ゆうステーション）がある。これ

は，町の中心部に唯一残されていた広大な敷地を

「緑と光あふれる町民の憩の場」とするととも

に，町の玄関口として新たなシンボルとして整備

・建築されたものである。このほか，林業従事者

の定住化のため，森林組合を軸とした林業活性化

の拠点として，町の中心部を走る国道沿いに林業

総合センターが建てられた。さらには，国土庁所

管の山村地域若者定住整備モデル事業の一環とし

て，若者の余暇の利用，文化面やスポーツ等の交

流の場としての総合体育館が建てられた。この体

育館は木造建築としては，まさしく日本一を誇る

壮大なものである。

一方，これら木造立体トラスによる建物以外に

も畜産物集出荷施設，乳製品加工センター，物産

館や木魂館等が建てられた。例えば，木魂館には

木造ボックス梁を利用するなど，一つ一つの建物

にそれぞれ構想の位置づけに沿った大きな特長が

秘められている。

林業技術No.5611988．12

写真･1小国町体育館

（小国ドーム）

1987年2月務工，1988年3月

竣工（延床面職3,257.37㎡,使

用木材5,602本)｡国土庁,山村

地域若者定住整俄モデル事業に
よる

5．木造立体トラス構法

これらの建物の建築を推進していくうえで，特

に木造立体トラスによる建築には，町がかつてな

かった経験を余儀なくされた。

トラスは建築の中にはよく用いられているが，

鉄パイプ等を弦材に用いてトラスを立体的に組ん

だ織造は大きな構造物を建築できるところからよ

く用いられている。木造立体トラスはこの弦材に

地元産スギの心持角材を使用し，その弦材を特殊

な鋼製のグローブジョイントで結び，組み立てて

いったものである。この角材の大きさは，建物の

目的，トラスの使用の仕方，規模等によって異な

るもののおおむね80～120ninlの正角で長さは，～

3mが多い。

6．構想の実現を支えた森林組合

公共施設に木材を使用することは近年，全国各

地でよく見られる。それが林業地であれば，その

分に地域の木材が使用されるわけで，公共施設の

建築が発揮する経済効果も鉄筋コンクリート造り

などに比べるとはるかに大きいものがある。しか

し，このとき林業・木材業はただ単に木材を供給

するだけにとどまるケースが多い。ところが小国

町の場合は，全く新たな「木造立体トラス構法」

に使用するため，在来構法用とはレベルの異なる

高い品質の材が求められ，それに見合う品質管理

が不可欠であったために，単に木材を供給しさえ



9

写真･2交通センター（ゆうステーション）

1986年7月着工，同年12月竣工“床面稜491.62㎡，使用

木材2,493本)。旧国鉄宮原線の廃止に伴う転換交付金による

すればよいという程度のものではなかった。

また，この木造立体トラス構法は，町長が熊本

市出身で福岡市在住の建築デザイナー葉祥栄氏に

依頼し構築されたものであるが，中小径材による

製材品の新たな使い方を創出するという小国林業

の今日的課題を十分反映しており，かつ，悠木の

里づくり構想の理念をよく満足させているものと

思われる。すなわち，鉄やコンクリートに奪われ

たシェアを奪還するためには，単に一般建築用材

だけに着目したのでは不十分であり，より大規模

な建造物を木造で造ることが必要であるし，大建

築物は他の地域が試みたことのない全く新しい構

法をとることによって，「小国」という地域のア

ピールと木材を新しい分野に進出させることを可

能ならしめるという意味が見いだされる。

しかし，その構法とそれに関連する材料が建築

基準法に触れるところとなったため，小国町森林

組合は今まで経験したことのない事態に直面する

こととなった。この建築基準法第38条をクリア

することは，あくまで建築設計側の問題である

が，地域の建物に地域の木材を使用し，その木材

の供給を森林組合が担うという点や，このことが

木材の新たな分野開拓そのものであるという点に

おいて，森林組合が避けて通れないものであった

し，森林組合の働きこそがこの計画を実現するう

えで大きなポイントとなったことはいうまでもな

いことである。

7‘建築基準法第38条とのかかわり

写真･3キタザト木魂館

1987年11月着工，1988年5月竣工（延床面積970㎡，使用

木材550㎡)。林野庁，モデル木造施設建設事業による

木を使った建物一覧（床面積）

ゅぅステーション

林業総合センター

体育館（小国ドーム）

小国畜産物加工施設

小国物産館

小国畜産物集出荷施設

キタザト木魂館

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

１
３
７
９
２
９
０

頚
詔
調
縫
調
鱒
的

９
３

1985年，町が交通センターに着工する以前，折

しも県では阿蘇郡久木野村に建設中の大規模年金

保養基地の付帯施設として音楽練習施設を計画し

ており，それにこの木造立体トラス構法が採用さ

れることとなった。これに関連する建築基準法第

38条の大臣認定を得るため,設計者と森林組合は

協力しながら各種の実験や試験を行い，その結果

を基に手続きがとられた。2回の評定委員会と3

回の部会が持たれたあと認定を得ることができ

た。

しかしながら，認定にあたって町に示された

「使用すべき木材の品質」は，これまで一般建築

用として供給してきた内容とは比べものにもなら

ないほど厳しく，森林組合が容易に供給できるも

のではなかった。それは，きわめて高い寸法精度

を保持するという基本的なことは当然なこととし

て,①寸法の安定を保つため,すべての木材を含水

率15％まで乾燥すること，②グローブジョイント

との接合部の耐力を維持するため，接合金具の装

着部分に節や割れがないこと，③強度性能を確保

するため，節径比が0.2以下，平均年輪幅が6mm

林業技術No.5611988.12
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以下であること等であった。ところが，小国地域

はスギの成長がよく間伐材や大径材の先端部は平

均年輪幅が6mmを超えるものや節径比が0.2を超

えるものも存在するし，接合部に節がないように

採材するとなれば，国が示す要件を無条件に満た

す材はきわめて限られてしまう。したがって，こ

の段階では間伐材や中小径材による製材品が直ち

にどれでも使用できるというものではなかった。

たとえ，そのような意図のもとに考案・開発した

構法であっても，それが木材の新しい使い方をす

るのであれば建築基準法に触れることになる。そ

のときは木材のより詳しいデータ，特に使用局面

を考慮した実物大材のデータが提供・確認されな

い限り，大臣認定にあたって，すべてに慎重にな

らざるをえないからで，一面いたしかたのないこ

とであるともいえよう。

したがって，音楽練習施設用の材の選別に多大

な苦労を強いられたが，この時点で小国町は引き

続いて，交通センター，林業総合センター，体育

館といった一連の建物を計画しており，これらの

規模は音楽練習施設に比べ格段に大きく，当然，

木材の量も大幅に多量化するよう計画されてい

た。しかし，これらの建物に厳しい条件がつけら

れ，限られた材を供給していくのであれば，それ

は本来の目的達成が半減することといえよう。こ

こで小国町と森林組合は，この条件緩和の途を模

索することとなった。

幾多のアドバイスがあって，実物大材を使用し

た諸試験特に接合部にかかわる試験に立ち向かう

こととなった。さらに，今後，小国杉の利用を円

滑にするためには，町内に賦存するスギ材･のデー

タ，とりわけ実物大材の引張強度のデータをそろ

える必要があるということで，これも併せて，そ

れぞれの試験目的に応じた材を選定し，国立林業

試験場（現･森林総合研究所）に送って試験をお

願いすることとした。これには試験木の選定，製

材，輸送等はもとより試験の実施そのものについ

ても多額の経費と多くの労力が必要となり，それ

を1森林組合で負担することはきわめて困難な状

況であった。また，町民の間には，試験の結果次

林業技術No.5611988.12

第では小国スギのイメージを悪くするのではない

かという懸念が起こったようである。しかしこれ

らの困難や疑問に対しては，町長のリードと森林

組合の熱意によって大方の了解を得ることがで

き，その経費は町で負担することが町議会で認め

られた。

この背景には，鉄やアルミなどは小さな試験片

による試験で十分であるが，木材の場合は，木材

内部が均一でないため，自分たちの有する木材を

新しい使い方をするのであれば，そのような局面

を想定した実物大材の性能をはっきりさせなけれ

ばならないという意図が存在するようである。

幸いにして，国立林業試験場の多大なご協力が

あり，これまで未知だった幾多のデータが得ら

れ，それに基づいて改めて行われた交通センター

以降の評定においては，大幅な条件緩和がなされ

た。例えば，年輪幅が8mmに，節径比が0.3まで

それぞれ許容されたことや，金具接合部の節の存

在も条件つきながら容認されるようになり，大部

分の小国産の木材がこれに仕向けられるようにな

った。

8．むすび

以上のような過程を経て森林組合は，製材品の

乾燥技術，節径比や年輪幅に着目した強度的区分

の技術，木材の強度性能にかかわる知識や技術な

ど，板材が主要品目の時代にはあまり考慮されず

に済んでいたものが，今後，木材を建築用構造材

として仕向けていくために保持しなければならな

いものを他の地域に先駆けて持ちうることができ

た。そして，今や，単に丸太の販売を代行する機

能だけでなく「品質管理された建築用材料」の供

給者として大きく変貌しえたといってよい。

町づくり，地域振興は単に構想や計画を掲げる

だけで達成するはずもなく，ましてや地域間競争

に打ち勝つためには優れて高度な技術の存在が不

可欠となる。このための目立たない部分で，着実

な努力を積み重ねていくことこそが「くまもと日

本一づくり運動」や「おぐにみらい21｣構想の本

意ではなかったかと思うものである。

(おぐにとおる．熊本県林業研究指導所木材加工部長）
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矢沢長介

三州足助屋敷の炭まつり
－－新名所となった三州足助屋敷の｢The炭｣展から

三州足助屋敷

昭和55年4月にオープンしたわが三州足助屋

敷（愛知県東加茂郡足助町）は，この'0月末'00

万人目の入館者を迎えることができた。開館より

8年半にして達せられたこの入館者数は，当初の

予定をはるかに上回るものであり，関係者の感慨

もひとしおである。

もみじの名所“香嵐渓”は，中世以来土地の人

人が植え継いで守り育てた楓樹が4,000本ともい

われる。この紅葉を求めて最も多くの人が訪れる

のが11月，連日，引きも切らないマイカーの列

に日常生活もままならないため住民の苦情も絶え

ないが，香嵐渓の一帯は，さながら縁日の盛り場

となっている。そのほぼ中心にある三州足助屋敷

は，いまや年間13万人以上の入館者を迎えて足

助町の顔の1つとなっている。

足助町の名は知らなくても，“香嵐渓”と“三

州足助屋敷”は知っている･･…･そんな言葉を旅先

などで聞いたとき，道路渋滞で迷惑したことも忘

れて誇らしい気持でわが町を語った経験のある住

民も多いと思う。

第二期山村特対事業で，昭和54年度に建設さ

れたこの屋敷の敷地面積は約3,000㎡,建物は10

棟を数える。様式は明治期の豪農という設定で木

造・瓦葺きまたは草葺きの屋敷構えで建設されて

いる。

長屋門，母屋，土蔵，納屋，作業小屋等の施設

の中では，機織り，藁細工，漆塗り，桶，下駄，

傘,紙すき,野鍛冶,木地ろくろ,竹細工，醸造，

炭焼きなど12種類の手仕事を実際に行うととも

三州足助屋敷

に，地域伝承の季節の行事なども再現している。

「The炭」展の開催

この12業種のうち,の1つ"炭焼き"･はかつてこ

の地域の主要な産業で歴史もあり，その生産技術

も優れており，戦前・戦後のある時期当地方の炭

の生産量は7,000tに達したこともある。

足助屋敷には，この時期白炭焼きから黒炭焼き

を学び，中部共進会で優秀金牌や農林大臣賞を受

け，県の林産物検査員などもしながら全国の製炭

地も訪ね，炭焼きに精進した大ベテラン大山鐘一

が勤務している。

彼は16歳から炭を焼き，以来70年間文字どお

り炭焼き人生を送った人で，足助屋敷オープン以

来その一隅で炭を焼きながら，屋敷を訪れる人た

ちに炭を通じての人生談義なども語る人気者であ

るが，ここにきて世代交替のときがきた。それは

彼の長男，大山英利(61歳)が会社を定年退職し

て足助屋敷へ就職することになったことによる。

あわせて足助屋敷オープン以来の炭がまも老朽

林業技術No.5611988．12
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現代生活において炭を考えるシンポジウム

が目立ってきたこともあり，この改築と炭焼き親

子の世代交替を機に“炭まつり”をやろうという

ことになった。

とはいっても炭を題材にするのだから｢まつり」

としての展開に苦しんだのであるが，大山錘一旧

知の師であり，日本炭焼きの会の理事である岸本

先生をはじめ，多くの方々のご指導やご助力を賜

ったおかげで予想以上に縦横な展開ができたもの

と自賛しているところである(｢The炭｣展は7

月24日～10月10日まで開催,9月23～25日炭ま

つりを行った)。

このことは，足助屋敷のこれからの在り方にも

大きな示唆をいただいたことになり，もう1つの

展望が開けた思いで，感謝と喜びでいっぱいであ

る。

このまつりのテーマであった「"炭”新時代・

足助屋敷からの生活提案」が首尾よくできたかど

うかは，今後に待つとして,9月24日の当日は，

北海道から九州まで町内外から300余名の参加が

あった。足助屋敷で採った“炭の暖”による“遠

赤効果”のほどを，順を追ってご報告する。

第一部生活提案「The炭」シンポジウム

（各パネラー・コーディネーターのワンポイント

語録）

○岸本定吉パネラー（日本炭焼きの会理事）

・世界の炭は3,000万t。そのうち日本の炭は

4万t程度であるが，ほとんどレジャーや生

活エンジョイのために使われる。

・炭やその灰のもつ薬用性（ミネラル）や調味

林業技術No.5611988.12

性をもっと知ってほしい。

・炭焼きの副産物である木酢液の効用は多大

（殺菌，土壌改良等）であり，この活用によ

り炭の4倍程度の生産性は十分見込めるか

ら，炭焼きは山村の近代産業になり得る。

・炭焼きは，緑の担い手である。

○中島公司パネラー(CBCアナウンサー）

・家庭生活の中で炭を切らしたことはなく，サ

ンマなどは炭焼きでないと食べない。

・子供が小さかったころ，一緒になって枯枝を

集めて火をたき,炭をおこして,食べ物を調理

したが炭が子育てに果たした役割も大きい。

・家の垣根は，全部ウバメガシに植え替えた。

・炭の良さがわかれば，使いにくいことなど問

題ではなくなる。

○水野半次郎パネラー（陶芸家）

・燃料革命により，火と陶器の関係も大きく変

わり，力強い作品が少なくなり，技巧的なも

のが多くなった。

・薪で焼いた作品と炭で焼いた作品の違いをパ

ネルで説明（省略）

・炭とともに出土した陶器は，実に新鮮。

・焼くときの温度差によってできる「かいら

ぎ」は抹茶茶碗の生命。これは人為的にはか

なり難しい。炭焼きの大山さんは，このよう

な技術をしっかり持った人ではないか。

○宮崎コーディネーター（千葉大学助教授）

。ある村へワラの文化を調査に出かけて，村の

老人たちと話しているうちに，その人が「火

が見えぬと話が弾まない」と言った。

・管理された火（ガス・電気）に囲まれた生活

の中で“おおらかな火”を見ることによって

人間がよみがえることを知らせてくれた。

。このシンポジウムにおいて炭のもつ威力を

10点以上ノートできた。

・人類の素晴しい文化である炭をもう一度見直

したい。

第二部炭文化を語る秋の夕べ

改築なった炭がまの火入れ式から第二部は始ま

った。当日の催しは次のように進行した。
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一人である。（岐阜県松川）

・私はいま80歳であるが，自家用車で年間1

万5,000kmくらい走り回って炭にかかわって

いる。

・昭和15年農林省の役人時代，命令で炭にか

かわりだして50年近く－消長はあったが

もう炭から離れられない。

・杉浦さんとは私が炭の研究室長時代，帝室林

野局におられたときからである。

（日本炭焼きの会理事岸本定吉）

・私は昭和17年からこの道に入った。灰を触

媒にして油をつくるために陛下から2万円も

らって研究もした。中国の苔の炭の研究をし

て国際交流に貢献したい。

・火の文化は，女性が守ってきたのだからこれ

からも女性にも頑張って炭を守ってほしい。

・サイパンとテニアンで，銀ネムの炭を焼きま

す。皆さんも来てほしい。

（日本炭焼きの会理事杉浦銀治）

第二部もフィナーレを迎えることとなったが，

ここで，大山鐘一の音頭で「炭焼き小唄」（炭鉱

節のパロディーであるが，大山鐘一の友，山内憲

氏の作詞という）が合唱された。いまは亡き妻と

送った彼の往年の炭焼き人生の日々を坊佛させる

ような詞である。
すみきん

一方，屋赦内桧茶屋では備長炭の炭琴による演

奏会が催され，聴衆を魅了した。

おわりに

“土を離れ，手足を使わなくなった現代生活が，

滋しみを忘れ，いかに貧しいものか”・･･･‘･足助屋

敷の長屋門では来館者にこう問いかけている。

したたかに生きてきた山村さえも，最近の都市

化指向の中で，この傾向は顕著であ､る。大地にふ

んばって，手足を使うことを基本とする思考の中

から，高い生活感覚も生まれてくるものと思う。

生産を知る消費者こそ，真の生活者である。

今年は‘‘炭”をテーマにしたが，次は“ワラ"を

取り上げてみたい。さまざまな試みの中からいさ

さかでも生活提案のできる足助屋敷であることを

願って。（やざわちようすけ・三州足助屋敷館長）

林業技術No.5611988.12

霊

大山勉一・英利父子のあいさつ

炭焼親子（大山鐘一・英利父子）の世代交替の

あいさつ。創作オブジェ炎の祭典（愛知県芸大学

生創作オブジェ),炭の遠赤外線効果を舌で確認す

る炭焼料理パーティー（牛腿の丸焼き，焼鳥，鮎

など）

炭焼人生を語る集い

（メインゲスト；岸本定吉・大山鐘一）

続いて行われた「炭焼人生を語る集い」では，

炭焼きに携ってきた各人の炭への熱情が吐露され

た。以下にその一片を記してみよう。

・自然の産物である炭の火から離れられない

（黒炭を焼く和歌山松本）◎

･炭の存在感に引かれてこの道に入ったが，よ

うやく備長炭が焼けるようになった。これか

らは，よい原木を育てる必要がある。

（茶道炭を焼く大阪長谷川）

・炭を焼こうとするためには，いろいろな分野

の勉強をする必要があり，これが大変子供た

ちに誇りをもたせる結果となってうれしかっ

た。（中学校教師群馬県中島）

・枯材を焼くとき水分を補給することで生木に

近い製炭をと模索している。

（水槽窯で炭を焼く新潟県斉藤）

・九州に伝わる，炭焼小五郎の話をオペラにす

る話。（大分県鈴木）

・高級品というだけで備長炭を使いたいという

家庭があるほど炭の知られていない部分もあ

る｡(炭問屋東京佐藤）

・木酢液のこれからに大きな期待をもっている
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L 田淵裕一

リモートセンシングの業務への活用

L
1．はじめに

技術の進歩を取り入れて現在の業務を少しでも

合理化していきたいとはだれもが考えることであ

る。都道府県の方々などから，リモートセンシン

グがどのように活用できるかについてお尋ねをい

ただいているが，林野庁計画課ではそれらを念頭

において62年度から3カ年で「リモートセンシ

ング活用手法開発調査」を実施している。

ここでリモートセンシングについて業務への活

用を中心にまとめてみる。

2．リモートセンシングの概要

リモートセンシングは和訳すれば遠隔探査であ

るから，航空写真による調査もこれに含まれるこ

とになるが，通常，リモーl､センシングといった

ときには衛星データによる調査（これを特に区別

したいときには術星リモートセンシングという）

をいうので，ここでもその意味で使っていく。

1957年ソ連が世界で初めて衛星の打上げに成

功してから30年余，今では地球観測衛星，気象

衛星，通信衛星，軍事衛星等さまざまな衛星がそ

れぞれの目的を持って地球を回っている。

森林を観測するのに適した衛星は地球観測衛星

といわれる部類に属するものであり，これは1972

表･1衛星の諸元

年に米国が打ち上げたランドサット1号によって

その本格的なスターl､をしたといえる。以来この

ランドサットはシリーズとなり，最新のランドサ

ット5号（1984年打上げ)は現在もっとも活用さ

れている衛星である。1986年にはフランスがスポ

ット衛星を打ち上げ，1987年には日本がMOS-

1の打上げに成功した（表・1)。

リモートセンシングで物体の種類やその状態を

識別する原理は，物体はすべて電磁波を反射して

いるが，その電磁波の波長別の強度は物体の種類

やその状態固有のもの（これをスペクトル特性と

いう）であるということにある（図・1)。したがっ

てスペクトル特性が同じであれば，同じ物体，同

じ状態と判断できる。

人工衛星のセンサー（観測器）は対象物の出す

電磁波を若干の幅を持った波長帯（バンド）の電

磁波の強さをとらえることで観測する(表・2)。セ

％
帥

hイi物

6(）

I(）
一

鞆~進ランドサッI,罪〕 スポット 1,1（）SI

2(）

#l..上年ノI

度uO

10ｵJ

観測刷期

携級センサー

198，1．3．

705km

l6Il

MS高･TM

岬
一
恥
一
郵
一
畑

1987.2.

910km

l711

MESSR

（
反
射
率
）

k

水

0.60.70.80.9"m(波長）

図・1スペクトル特性．

【)二1 ().5

林業技術No.5611988.12
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表･2各センサーの観測波長帯と分解能

紫外I
0.‘1

111.視光

()_5（).(｝

’

0．7

近赤外

0．80．9

|!''''''赤外’
1．《）2.(）3.(）…8．0

熱赤外

10.011.012.013.0
1fl二F菫典亀Lﾐ<ごL

術盤センサー分解能

ランドサMSS80m
ツI､5号.TM30m

スポッI、I･IRV*120m
HRV*21()m

MOS-1MESSR50111

分解能

80m

30m

20m

I()m
－

50m

且

0

； 。:ー：

ーーー

ｰ戸

＊3
一

。

一 一

砿1

縦2

池3

_が1つの観測波｣を僻を,す
*lはマルチスペク|､ルモード.*2はパンクロマチックモードである
＊3の観測波及僻のみ分解能は120mである

判別カテゴリーの縦走

I
判別カテゴリーの

トレーニングエリアの

！
各カテゴリーの

スペク|､ル緋徴仙臘

’
入ﾉjデータの判別処珊

｜

図･2マルチスペクトル解析の手順

ンサーはこの波長帯の電磁波の強度を分解能×分

解能のメッシュ（これを1画素または1ピクセル

という)単位に観測する。分解能が30mというこ

とは,30m×30mのメッシュを最小単位として

その単位から出てくる電磁波の強さを観測波長帯

ごとにとらえていくことである。したがって況個

の波長帯を持つということは，1画素について泥

個のデータがあるということになる。

こうして観測したデータからマルチスペクトル

解析といわれる解析を行う。この手順を図.2に

示す。まず，判別しようとするカテゴリー（土地

利用判別であれば市街地，住宅地，水田，畑，森

林，裸地等）を設定する。次にこの各カテゴリー

ごとにそのカテゴリーを代表する領域（教師領域

図･3衛星写真の例（北海道の一部）

またはトレーニングエリアという）を航空写真，

現地調査結果等から相当数設定し，その箇所の衛

星のデータを各カテゴリーの特徴とする。泥個の

波長帯を使えば，この特徴は〃次元空間に分布す

る。その後，各画素ごとにそのデータが各カテゴ

リーの特徴のどれに類するかを電子計算機で計算

し（これには最尤法，多次元スライス法，最小距

離法の3通りの方法がある)，各画素のカテゴリ

ーへの分類処理をしていくのである。

3．リモートセンシングの実用性

それでは，リモートセンシングについて現時点

で実用的と考えられるものを挙げてみる。

（1）広域写真の提供

衛星は700～9001Unの高度を飛んでいるため，

林業技術No.5611988.12
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表･3衛星写真の価格 (単位：円） 表･4衛星データの価格

|× 50万分の】

11，00(）

22，000

20700(）

48．000

ｼｸ 100ﾉj分の］

.1,700

12,000

10,000

26,000

25〃分の1

17，()()(）

52，()()0

30，000

78．000

20万分の11.0〃分の1

2(),()0(）

62，0()(）

36，00(）

|〆 価格(III)分

MSS

"rハI

ランドサッ|､5号
MSS

lシーン(185km×l70kn,)

岬
一
涯
一
鋤
一
疹
一
岬
一
罹
一
叫
一
怪

１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
ｉ
１
７
１

４
０
７
０１

ランドサッ
1.5号

ンドサッ1,5号
M

シーン(185km×170kn,)

ラン
TM
1シ

マルチスペク
I､ルモード

28().()()0

スボッI，り2，()0(1

1120(1
パンクロマチ

ックモード
$6‘1．UOO

スポツ1，

1シーン(60kn,×6()km)

22.‘100
－

‘12.()0(）21．000

1ii,00()

11(),()()(）

M〔）H1 15．0()(）

(注)↓､ずれも昭和63年8)1現在の1シ

ーンの{l1li絡である
lシーンのmi械は表3にi,ilじ

M()S-1

1シーン(1()()k【Ⅱ×9()kn')

:j,(i()(）13，()(X）

7.,10011('.()()()

ll"1163fl(iii)ll{{

非常に広域の写真を得ることができる(図・3)。ラ

ンドサット5号の場合，1シーンは185km×170

1mで日本全土を52枚でカバーしている。衛星写

真は表・3の価格で(財･）リモートセンシングセン

ターから販売されている。もし1シーンの写真を

通常の航空写真から得ようとすれば，何千枚もの

航空写真を合成しなければならない。こういった

広域の写真が得られることは，リモートセンシン

グならではのことである(図・3)。

（2）森林概況の把握

衛星写真は表｡3からもわかるように，分解能

の優れたスポットによっても縮尺1/100,000まで

しかない。これ以上拡大すると写真がぼやけてく

る。1/100,000程度では，航空写真と異なり写真

から土地利用区分や樹種区分をするわけにはいか

ない。これらの情報を得ようとすればデータを購

入して，マルチスペクトル解析を行わなければな

らない。

3衛星ともわが国のデータは宇宙開発事業団の

地上受信局で受信され，電子計算機にか磁気テー

プの形でリモートセンシングセンターかけられる

ら販売されている（表・4)。(1)の衛星写真もこの

データから作成されたものである。リモートセン

シングのデータは数値情報（デジタル情報ともい

う）であって，電子計算機で処理できることが大

きな特徴である。航空写真の場合には，樹種判読

であれ，材積の推定であれすべてそれなりの技術

を持った人が人手をかけて行わなければならない

が，リモートセンシングのデータ処理には電子計

算機が自動的に行ってくれる部分が多い。

林業技術No.5611988．12

8)1呪在の価格である

マルチスペクトル解析によって求められるもの

の中で実用的なものとしては，①土地利用区分，

②樹種区分，③材積級区分（0～50㎡/ha,50~

100㎡/ha,100～150㎡/haと50㎡'/haを単位とし

て区分)，④被害状況区分，がある。それぞれ土

地利用の種類，樹種，材積級，被害状況によって

スペクトル特性が異なることを利用して区分する

のは前述のとおりである。

最小の単位は1画素であるからそれより細かく

はわからない。また，1画素全部が同じ区分でな

いと判別はその画素についてはうまくいかない。

したがって樹種区分の場合，人工林は区分可能で

あるが，樹種が混交する天然林にあっては，樹種

区分ができない現状にある。

分解能は表・2にみるようにスポット・パンク

ロマチックモードの10mが最小であるが,このセ

ンサーは大部分が可視光である領域を1バンドで

とらえるものであるから，スペクトル解析には向

かない。現在マルチスペクトル解析に使えるセン

サーの分解能は，可視領域と近赤外で行うのであ

れば，スポット・マルチスペクトルモードの20

Inl中間赤外も加えて行うのであれば，ランドサ

ット5号TMの30mが最小である。

（3）森林の変化の把握（特に転用・伐採箇所の

把握）

衛星は一定の周期で全く同じ場所を観測してい

く。この周期性はすでに記した広域性，数値情報

性とともにリモートセンシングの3大特徴の1つ

である。異なる2時点のデータを重ね合わせるこ

とによって，その2時点間の変化を知ることがで
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図･4烏賊写真の例（同一箇所）

きる。1年間の間隔のあるデータを使えば，その

1年の間の森林の変化を把握できる。

現在，民有林においては森林の転用は5年ごと

の地域森林計画樹立のときに把握しているが，面

積の確定等詳細な調査はその時期にするにして

も，毎年県内の全森林についてどこでどの程度の

面積が転用されたかという概況を効率的に知りた

いと考えている県もある。

また，県は伐採の状況を把握するため県内の全

民有林に対し，一定間隔の格子線の交点に2～3

haの固定標本を設定し，この中の伐採面積と材積

から県内全域の伐採結果を推定する伐採照査を毎

年行っているが，もし県内全域にわたって皆伐箇

所が把握できれば，この伐採照査が効率的に行え

るとの意見がある。リモートセンシングを林務の

業務に最初に活用しようとした北海道も，目的は

この伐採地の発見であった。

こういった県内全域にわたっての転用箇所や伐

採箇所の発見もリモートセンシングで可能なこ

とである。この場合も把握できる面積の最小は1

画素であり転用や伐採が行われたことは知り得る

が，面積の確定等具体的な調査はその後改めて行
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うことが必要である。

（4）烏賊写真の作成

磁気テープに入ったデータとともに対象となっ

ている地域の標高を電子計算機に入力すると，任
ちようかん

意の位置からの立体感のある写真（烏倣写真とい

う）を出力させることができる(図｡4)。

リモートセンシングについての研究は上記以外

にも行われてきてはいるが，現時点で実用的と考

えられるのは，この範囲であろう。

どのように利用するかは，調査対象地の既存の

現況把握がどこまでできているかによる。技術協

力の対象地等の発展途上国では，まだ仕事に使え

るほどの地図作成や概況把握がなされていない場

合も珍しくなく，このような箇所では上述した(1)

および(2)の使い道が十分その効果を発揮する。

日本では，すでに航空写真を図化することから

森林については1/5,000の基本図ができており，

また森林の現況については小班単位の森林簿があ

るので，(3)が主たる使い道となろう｡(4)の烏倣写

真も写実的でリアル性が高く，特定の地域では行

政側の計画についての一般市民への説明やコンセ

ンサスを得るよい資料になると考えられる。

4．実用化への課題

一般に研究成果が業務に活用されるためには，

2つの条件を満たす必要があると考えられる。第

1は業務上取り入れるだけの有意性を持つ研究成

果であること，第2は成果がそれに要するコスト

に値するものであることである。

リモートセンシングの活用は3．に記述したと

おり，第1の条件は満たしている。問題は第2の

条件である。マルチスペクトル解析を301m1×30

1m四方についてランドサット5号TMのデータで

最尤法を用いて行うとき，委託に出した場合のコ

ストは，データ代やその補正も含めて100万円を

超すと試算される。コストのうち電子計算機使用

経費だけが処理する画素数つまり面積にほぼ比例

し，それ以外の経費はほぼ一定と考えてよいこと

から,90km×901皿四方の対象地になるとそのコ

ストは300～400万円と見込まれる。リモートセ

林業技術No.5611988.12
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ンシングは現時点では概況把握にとどまることか

ら，このようなコストでは実用化は難しい。

このコスト対策として考えられるのは，解析を

希望する者が自由に使える電子計算機やパソコン

を使って結果を出せるように，ソフトおよびその

マニュアルを作成することであろう。そうすれば

電子計算機使用料も人件費もかからない。

ただ，マルチスペクトル解析のうちトレーニン

グエリアの設定および解析に先立つデータの補正

は，初めての者には困難な作業であり，それゆえ

リモートセンシングデータの処理はセンター的な

機関で一括して行うようにすべきであるという意

見もある。しかし，今後センサーの分解能が改善

されて小さくなれば，それだけ一定の面積に含ま

れる画素数は増え，電子計算機の使用時間つまり

使用料も増えることから，委託して行う場合の一

定面積を解析するコストは増加する傾向にあると

見込まれる。したがって一切をセンター的な機関

に委託していては，リモートセンシングを業務に

取り入れていくことは難しい。

そこで，初めての者には困難な点は特定の機関

が希望者を募って研修を行うなどなんらかの方法

をとり，解析を希望する者がパソコン等を利用し

1989年版 林業手帳
新たな1年を記す，林業人必拠の『林業手頓」－最新の林業統
計，各種技術資料，林業関係補助・助成一覧，官公庁所在地，林業
試験･研究織関所在地，都道府県林業関係部課一覧等75項目を巻末
70余頁に収録。（所在地一覧には直通睡話番号・FAX番号掲載）
※今回から鉛筆をはずし，その分紙面がワイドに，また製本の
強化につとめました。

※会員へは無侭で配布いたします。一般頒価500円（〒実費，
1()冊からは送料は無料）

て結果を得られるようにしてコストの問題を解決

し，リモートセンシングの実用化への道を開いて

いくべきではないだろうか。

5．おわりに

航空写真の出現は，それまで地上でのみ行って

いた森林の調査を大きく前進させた｡1970年代の

初め，リモートセンシングが行われ始めたころに

は，この技術が発展していけば，航空写真のよう

にそのつど飛行機を飛ばさなくても自動的に送信

されてくるデータを購入して解析することによっ

て，航空写真と同様の成果を上げられるのでは

と，いわれたこともあったそうであるが，リモー

トセンシングはそういうものではない。リモート

センシングは航空写真ではできない広範囲にわた

る概況把握に，または航空写真による調査や現地

調査を効率よく行うための前段の概況調査に使わ

れるものであろう。

研究はコストを問題としなければ，リモー|､セ

ンシングが業務に活用できる成果を出すところま

で進んできた。今後は概況把握という使い道にふ

さわしいコストでできるようにしていくところに

実用化への最後の課題が残されているといえよ

3｡(たぶちひろかず・林野庁計画課）

1989年版 林業ノート

※従来，国有林別・民有林別としてご利用いただ
いておりましたが，今回からこの区別をなくし
1つになりました。

A5判･140ページ定価280円（〒実徴）
(10冊からは送料は無料）

林野庁監修

くらしと木凝蕊調弄霞壽,鶏(財)日本木材備蓄機構発行
(社)日本林業技術協会編集

〔頒布価格500円(送料込)]

＜内容＞①木は二度生きる森の巾の木・身の回りの木，②なぜ木が使われるのか軽くて強い．形を変えやすい．
長持ちする．羨しい．③木にもいろいろある樹種と材質・木の育ち方と材質．うまく使い分ける，④住ま
いと木住まいには木が向いている．住まいの知恵・住まいに使う木のいろいろ，⑤新しい材料のいろいろ
小さいものを大きく使う．むだなくとことん使う，⑥木に親しもう世界に一つしかないものを（道具の
使い方・工作の離水は箱づくり）

※申込先（社)日本林業技術協会(事業部）雷03-261-5281

日本林業技術協会

林業技術No.5611988.12
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大類喜一郎

複層林施業事例を見て－これからの技術的検討課題

その5東京都水道水源林の
力ラマツーヒノキ二段林

｜

’ －コ
1．はじめに

多摩川上流域の東京都水道水源林には，明治時

代に荒廃した御料地を譲り受け，苦労して成林さ

せた森林地帯があり，そこの高海抜地帯にカラマ

ツーヒノキの二段林が広く分布している。

東京都が水源地の直接管理を始めて今年で87

年を迎えるが，その間，時代ごとの要請を受けな

がらも，水源かん謎を目的とした水道水源林の経

営がなされ，かつての荒廃無立木地も安定した森

林状態を呈している。

本誌では水道水源林の経営と人工林の主要林分

を成すカラマツーヒノキの二段林について，その

歴史と森林の取扱いについて紹介する。

2．水道水源林の位置と現況

東京都の水道局が管理している水源林は，首都

東京の西部，多摩川の上流域で東京都と山梨県に

またがる。その範囲は東西約301nn,南北約20Ign

に及び，羽村の水道取入口から多摩川上流域

48,766haの44%を占める21,630haの広大な森林

経営初期の荒廃無立木地の状況(水源林落合地区）

地帯である。流域の分水嶺は海抜2,000m級の山

山から成り，最奥部の花崗岩地帯を除き，中生層

･古生層の砂岩，頁岩などから成る地質で，全般

に急|唆な地形である。水源林は海抜500mから

2,100mの間にあり，海抜1,200m以上が66%を

占める高海抜の山岳地帯である。

気象条件は，海抜1,122nlの落合観測所での

30年平年値で平均気温8.6｡C,年平均降水量

1,681m，冬期にはマイナス20｡Cを記録する気

象条件の厳しい所である。

水源林の約70%を占める天然林は,原生状態を

含め150～300年を経過した自然林が主体で，ブ

ナ，ナラ，カエデ，モミ，ヒノキなど多くの樹木

で覆われ，うっそうとした森林である。人工林

はスギ，ヒノキ，カラマツが大部分を占め，単純

林か，ヒノキ・カラマツの混交林である。これら

のほとんどは，経営開始当時の荒廃無立木地であ

ったが，現状では良好な森林状態を呈している。

一方，水源地には水道専用としては世界最大の

かつての無立木地も立派な水源林に育成されている（同地区）

林業技術No.5611988.12
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表･1東京都水道水源林の森林面積現況表

面積:ha,比率:%)
4．水源林の経営

水源林の経営は，健全な森林を保

護し育成することにより，河川流量

の平均化，流水の浄化，土砂の流出

防備等，いわゆる水源かん養をはじ

めとする森林の持つ公益的機能を十

分に発揮させることを目的としてい

る｡この目的を達成するために,次の

事項を経営の基本方針としている。

①水源かん養機能をより発揮させ

都県名市町村名一埜一
人工林

東京都奥多摩町2.138

地
一
琳
一
》

都県名 市町村名 除地 計 面穣比率 人工林率

3257．79136127

塩山市(落合）

丹波山村

小菅村

小計

2，414

1．047

410

3－871

2?963

5，402

1,174

9．539

247

147

35

429

§,624

6，596

1．619

13,839

６
１
７
４

２
３
６

43

16

25

28

山梨県

計

面讃比率 型豐忰：
75421.6301100
31001

28

小河内ダムが昭和32年（1957）に完成してから

は，ダム上流のダムと共存する森林として，貯水

池への堆砂の防止，水質の浄化に大きな役割を果

たしている。

3．水源林の歴史

多摩川と東京都民とのつながりは，江戸時代，

承応3年（1654)，羽村から江戸まで431unの玉川

上水が開設されてからで，当時の水源地帯は，幕

府の直轄地（天領）で禁伐の「お止め山」であっ

て，うっそうとした森林であった。その後，徳川

幕府が倒れ，明治維新（1868）からの30年間は，

林政がおろそかにされたため，盗伐，開墾，山火

事などにより山林は荒廃の一途をたどり，多量の

土砂を下流に流出させていた。このまま放置すれ

ば，飲料水の安定供給も困難になると懸念した東

京府は，明治34年(1901)世伝御料の落合地区を

除く御料地（官有地）を譲り受け，営林事業を開

始した。しかし，森林整備ははかどらず，台風の

被害も加わり，水源地の荒廃は依然として続いて

いた。このため東京市議会で問題となり，「水道

水源地の荒廃は市自ら経営復旧すべき」として，

東京市は，明治43年(1910)府有林を譲り受け，

水源林事務所を開設し，その後，落合地区の世伝

御料も解除になり，明治45年に山梨県経由で譲

り受け水源地一帯の経営に本格的に着手した。

当時の荒廃状況は，最奥部の落合地区を中心に

5,000haもの崩壊地と荒廃無立木地があった。経

営の初期は，それらの崩壊地の復旧と無立木地へ

の植林であったが，87年を経過した現在ではき

わめて良好な水源林に生まれ変わっている。

，休業技術No.5611988.12

るための森林施業を実施する

②特に,小河内ダムの保全を考慮して，土砂流出

防備を積極的に実施する

③秩父多摩国立公園であることを考慮して，自然

環境の保全を図る

④林木収穫は,経営目的達成のための施業の過程

で副次的に生産されるものにとどめる

水源林の将来理想とする森林像は，自然の力を

最大限に利用する天然林か，あるいは天然林に近

い針・広混交の複層林とし，森林を次のように取

り扱うこととしている。

①70％を占める天然林は，そのまま全域禁伐の保

護区とし，手を加えることなく自然の更新にゆ

だねる

②人工林のうち，高海抜で奥地など条件の悪い人

工林は，除伐，間伐を繰り返して植栽は行わ

ず，広葉樹の導入を図って，天然林に近い針・

広混交の複層林に誘導する

③人工林のうち,車道に近いなど条件の良い林分

は，理想林型に至るまでの当分の間，伐採はha

当たり400～600本保残し，そこで樹下植栽を

して，施業過程で広葉樹の導入も図り，針・広

混交の2～3層から成る複層林へ誘導する

④人工林は,将来，理想の針・広混交の複層林に

達したときは，数本の群状択伐か1本ずつの単

木択伐を指向する

5．カラマツーヒノキ二段林の概要

（1）カラマツーヒノキニ段林の分布

水源林の人工林は，かつての高海抜地における

荒廃無立木地に植栽された区域が主体で，水源林
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表･2カラマツーヒノキ二段林の林齢別面積表(面裁:ha,割合:Z)種に不適当な高所に対してはトウ

上，ツガの天然更新法によるとされ

ていた。しかし，高海抜の1,200m

以上に植栽されたスギ，ヒノキの単

純林は，寒害によりほとんど枯死し

てしまった。その後，当初計画にな

かったカラマツを補植したところそ

蘆茸、筵竺
年

41～50,,_蓋'2,-蓋'3,_“
年年

０ 合計51年以上 割合

同齢林ll7113291371518149111.04II55

樹下植I

樹下植11

０
０
９
０

４４ 809

38

３
２

４281

38

６
０

７ ３
０
０
０異齢材

計 94011,888100

5011001－

合 490
－

26

405

22

０
２

４

応嵜倫；割 合

カラマツの先行植栽に5～10年遅れてヒノキを樹下植栽したものの成林をみるに至り，さらに，カラ注）樹下植エ：カラマツの先行植栽に5～lO年遅れてヒノキ箔

樹下植皿：伐期齢以上の林分にヒノキを樹下植栽したもの マツの保護樹下で林内環境の整った

5～10年後に樹下植栽したヒノキが偶然うまく

成育することを知った。このように，高海抜地で

優良樹種のヒノキを大変苦労して成立させた森林

が，現在のカラマツーヒノキの二段林である。

（3）カラマツーヒノキ二段林の林分構造

カラマツとヒノキを同時植栽しても，カラマツ

のほうが成育が早いため二段林型を呈する。カラ

マツーヒノキの60～70年生の林分構造を示すと，

①外観では，上，下木の樹高差約9m,上層がカ

ラマツ，下層がヒノキの二段に見えるが，それ

ぞれの樹高は，カラマツ25zt3m,ヒノキ15

L5nlと幅があり，複層林の構造を呈してい

る。カラマツは常に上層であるためにその樹高

差は少ないが，ヒノキは下木で庇陰されている

ため成長差が大きく，樹高差も大きい

②本数密度は900～1,500本/haと幅があるが，

立地条件による除伐，間伐の実施回数の違いに

よるものである

③平均胸高直径は，カラマツ285cm,ヒノキ

20±9cmである

④材積は300～500㎡/l,a程度で,600㎡/haを超

える林分もみられる。カラマツとヒノキの材積

割合は，平均6：4でカラマツのほうが多い

⑤広葉樹の侵入状況は大変よいが,林分の成立本

数がha当たり1,300本を超えると，ほとんど見

られない

⑥林分土壌はAo層も多く，団粒状職造の発達

した適潤性の土壌を成し，降雨をよく浸透さ

せ，表層土壌の侵食を防止し，地表面の蒸発散

を抑止する水源かん養など公益的機能発揮の優

れた土壌となっている

林業技術No.5611988,12

一

垂

で

65年生カラマツーヒノキ二段林（大正13年同時植栽）

の28%6,009haあるが，その半分はスギ,ヒノキ，

カラマツ，モミなどの混交林から成っている。

カラマツーヒノキの二段林は1,888haあり，混

交林の60％を占め,人工林全域の31％と水源林を

代表する主要林分である。その成立方法の違いで

3種類に分けられ，カラマツーヒノキ二段林の林

齢別面積表(表・2)に示すとおり，カラマツとヒノ

キを同時に植栽した同齢林が1,041haで最も多く

55％を占める。カラマツを先行植栽し，その5～

10年後にヒノキを樹下植栽した異齢の混交林(樹

下植I)は808ha43%である｡混交林などの伐期齢

以上の林分で,400～600本保残し伐採した後にヒ

ノキを樹下植栽した複層林（樹下植Ⅱ）は，昭和

61年度から始めた施業なので38ha,2%と少な

い｡それらの林分は,51年生以上が半分を占める。

なお,カラマツーヒノキの二段林は，海抜1,000

~1,600mの高所に位置している。

（2）カラマツーヒノキ二段林の成立経過

明治34年（1901）東京府が営林を始めた当初

の新植樹種はスギ，ヒノキ，サクラで，それら樹
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（4）カラマツーヒノキニ段林の施業方法

水源林の立木処分は，市場価格逆算法による立

木売りで，伐採および搬出は木材業者が行ってい

る。

集材方法は，エンドレスタイラー式の集材機に

よる集材が主体である。約半数を保残する非皆伐

でも伐採時の損傷および搬出の支障木は，保残木

の100本中5～7本と少なく,施業上支障はない。

植栽本数は，従来の皆伐跡地では，カラマツと

ヒノキを同時植栽する場合は各2,000本/1,a,j7

ラマツを先行植栽し5～10年後にヒノキを植栽

する場合は各樹種2,500本/haであった。今後の

非皆伐施業地で，60～70年生の上木400～600本

/1'aを保残して樹下植栽する場合，林地に応じて

1,000～2,000本/haのヒノキを植栽することとし

ている。植栽の工程は林地によって異なるが，

230～280本/人程度である。

下刈りは，皆伐跡地への植栽で，連年で7年生

まで年1回全刈りとする。工程は7～8人/ha程

度である｡非皆伐の樹下植栽林分では,植栽後2年

目から連年で5～6回実施することとしている。

除伐は,植栽木の密度管理を目的に,皆伐地への

同齢混交林の場合，下刈り終了後2年目と9年目

に実施する｡カラマツ先行の異齢混交林では,上木

は植栽後10年目に,下木は下刈り終了後9年目か

ら4年間隔で3回実施する。工程は立地条件にも

よるが,1～3人/ha程度である｡非皆伐の伐期齢以

上の林分に樹下植栽した場合,植栽後19年目から

4～5年間隔で3回実施することとしている。な

お,除伐率は林分に応じて立木本数の20～33％で

ある。枝打ちは，非皆伐の伐期齢以上の保残木下

に植栽した場合,上木は下木植栽後10年以内に1

回，下木は第1回除伐の翌年から9年間隔で2回

実施する｡その他の林分は,下刈り終了後4年目か

ら8～9年間隔で2～3回実施する。工程は15～

20人/1,a程度を予定している。なお，枝打ちは，

無節材など付加価値の高い材を得ると同時に，林

内照度を保ち，林内植生を豊かにすることも主要

な目的としている。

6．今後の技術的検討課題

林業技術No.5611988,12

水源林の人工林は，無立木地であった高海抜の

立地条件の悪い奥地林が主体である。加えて，地

域の過疎化が著しく，将来の労働力確保が難しい

と推測されるなど，近年，水源林を取り巻く社

会，経済的環境は厳しく，より合理的な経営方法

が求められている。

一方，水源かん養機能をより発揮させるため，

60～70年を経過したカラマツーヒノキ混交林の

豊かな森林土壌と森林環境を保持していく方針で

ある。そのため，現況の森林から，非皆伐の保残

木方式による複層林施業として，天然林に近い針

・広混交の複層林に誘導することとしている。

しかし，森林を荒廃させることなく，自然の力

を最大限に利用しながらの複層林施業の合理的作

業基準は，全国的に類例がなく，いまだ試行模索

の段階である。今後の水源林の技術的検討課題

は，森林現況に応じてどこまで樹下植栽本数を減

らすことができるか，林分の密度管理をどう調整

していくかなど，実際の業務で施業区ごとの施業

過程で実施しながら，追及，検討してより合理的

な作業基準を決定していくことである。

7．むすび

東京都水道水源林の経営は，多量の土砂を流出

する広大な荒廃無立木地への植林から始まり，高

海抜での寒冷な気象条件の中で造林に失敗を繰り

返しながらも，八十余年を経過する今日，多摩川

上流一帯を安定した水源林に育成させている。

しかし，水源林の理想とする針・広混交の複層

林への誘導は，今後100年を単位とする長期の事

業であり,歩み始めたばかりといえよう。今後は，

実際の施業過程でより合理的な基準を検討しな

がら，これまでの貴重な経験を踏まえ，さらに水

源林が有効適切に働くよう努力していく所存であ

る。水源林の森林に対する考え方，取扱いについ

て，ご助言，ご指導をいただければ幸いである。

(おおるいきいちろう・東京都水道局／水瀕林事務所計画灘長）
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林産試験場報

昭和63年3月

北海道立林産試験場

口製材取りのシミュレーション（第

3報）

ロコンピュータによる木材乾燥操作

の自動化（第3報）完一ロードセ

ル含水率センサを用いたフルオート

システムによる乾燥制御試験

口低質未利用広菜樹材の有効利用

（第2報）－ミズナラ・カンパの

乾燥技術

ロパラフィン前処理・粉末フェノー

ル樹脂接着剤使用パーティクルポー

ドの強度・耐水性能に関する研究

口針葉樹材の浸透性向上処理による

表面WPC化試験

林業資料

昭和63年3月

奈良県林業試験場

ロヒノキ糖英樹次代校定林の生長結

果一偏差値による系統評価(10年

時調査）

ロ奈良県におけるスギカミキリ加害

林分の特徴と成虫に対する薬剤防除

試験

ロキハダの実地発芽試験一果実の

外観的形質による発芽力の違い

ロヒノキ山行苗側枝からのさし木苗

と実生苗の15年時生長比重

ロヒノキ材の樹高生長推定表（スコ

ア表）の作成について－溶結凝灰

岩，砂岩，礫岩地帯を中心として

ロシイタケ子実体発生における残留

塩素の影響

口広葉樹林施業試験の設定

ロ奈良県の林業特性(1)－一市町村

燕ここに紹介する葦料は市販されてい
ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし誉す。｜||||||＃
別の林業特性

林業試験場研究報告No.351

昭和63年3月

林業試験場

口架線集材における路網計画に関す

る研究

□わが国の山地に見られる火山系暗

赤色土の諸性質一北海道士別，静

岡県天城・熱海，岐阜県小坂および

兵庫県香住の例

ロフィリピンの森林病害虫調査とそ

の病原微生物の分類・同定（英文）

林業試験場研究報告No.352

昭和63年3月

林業試験場

口森林バイオマスの熱化学的研究

口木質床板の軽量衝撃音第’報一

木質床板の緩衝性と軽量衝撃音との

関係

口熱帯産広葉樹材の放射乳管および

タンニン管の櫛造

く研究資料＞

ロクルイン(Dipterocarpuscrini-

tu句材のパルプ化および製紙特性

に及ぼす樹齢の影響（英文）

ロラジアタマツ合板の曲げ強度と節

径比の関係（英文）

昭和61年度国有林野事業特別

会計技術開発試験成績報告書

昭和63年3月

林業試験場

ロ地域性を考慰した集材方法の最適

化(Ⅱ）

ロ林業機械の自動制御と造林作業機

(Ⅱ）
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ロ次代検定林等の調査データの立地

要因による修正方法の開発

口多雪地帯における雪食による林地

荒廃の実態とその防止技術

口治山用鋼製施設の安全設計・施工

技術

ロスギ，ヒノキ材の葉枯らし，巻枯

らし等林内乾燥試験

林産試験場研究報告

昭和63年3月

北海道立林産試験場

ロカラマツ樹皮抽出物を利用した木

材用耐水性接着剤の製造に関する研

究

本研究は，カラマツを原料とし

て，その樹皮の水あるいはアルカリ

に可溶なフェノール性成分を木材用

の耐水性接着剤として利用すること

を目的として，抽出から製品に至る

一連の製造技術を開発し，経済性面

からの検討も加え実用化の可能性に

ついて考察したものであり，この内

容は，第1章原料樹皮について，

第2章熱水抽出物を原料とした接

着剤の製造，第3章水酸化ナトリ

ウム抽出液を原料とした接着剤の製

造，総括，により織成されている。

三重大学農学部演習林報告

第16号

昭和63年3月

三重大学農学部附属演習林

く論文＞

口木材接着系の面内せん断破壊に関

する研究

口広葉樹樹皮の燃料資源的基礎研究

く資料＞

ロ三重県産スギ，ヒノキの曲げ性能

口三重大学附属演習林における量水

堰堤の建設

林業技術No.5611988．12
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と
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私
は
思
い
出
す
。
ま
た
彼
ら
の
人
生

体
験
や
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
私
は
も
っ
と
知

り
た
い
の
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
チ
ャ
ン
ス
も
つ
か
め
な

い
。

午
後
は
飯
場
の
そ
ば
か
ら
セ
メ
ン
ト
も
運
ん
だ
。
ト
ラ

ッ
ク
に
砿
む
と
き
は
三
人
だ
け
だ
が
、
下
ろ
す
の
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
の
近
く
に
い
る
女
た
ち
が
加
勢
し
て

く
れ
る
。

彼
女
た
ち
四
人
は
、
今
日
は
マ
ク
板
の
手
入
れ
を
し
て

よ
う
へ
き
か
た
わ
く

い
る
。
つ
ま
り
擁
壁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
乾
く
と
、
型
枠

に
し
て
い
た
板
や
角
材
を
は
が
す
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
針

を
抜
い
た
り
、
付
着
し
て
い
る
泥
な
ど
を
こ
す
り
落
と
す

作
業
で
あ
る
。
そ
の
手
を
ひ
と
ま
ず
止
め
て
、
ト
ラ
ッ
ク

に
寄
っ
て
来
る
女
た
ち
。

私
は
荷
台
に
い
て
、
彼
女
た
ち
の
肩
に
セ
メ
ン
ト
を
載

せ
て
や
る
。
一
袋
の
重
さ
は
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
ミ
キ
サ
ー
の
そ
ば
ま
で
の
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

を
、
彼
女
た
ち
は
よ
ろ
め
き
な
が
ら
運
ん
で
行
く
。
平
然

と
し
た
顔
で
軽
々
と
担
い
で
い
る
の
は
津
本
貞
代
一
人
だ

け
で
あ
る
。

そ
の
津
本
さ
ん
は
近
く
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
民
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
帰
り
の
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
で
聞
か
さ
れ
た
。

津
本
さ
ん
に
は
木
材
の
伐
採
を
し
て
い
る
夫
と
、
小
学

生
の
男
の
子
二
人
が
い
て
、
も
ち
ろ
ん
家
族
連
れ
で
の
移

民
で
あ
る
。
出
発
は
来
月
の
二
十
日
だ
と
い
う
。
ブ
ラ
ジ

ル
ま
で
の
旅
磯
全
額
は
上
部
団
体
か
ら
貸
し
与
え
ら
れ
る

と
の
こ
と
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
ま
ず
は
小
作
農
業
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
地
主
へ
は
収
謹
の
五
割
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
か
た
わ
ら
森
林
を
開
拓
し
て
自
前
の
農
地
を
つ
く
る

そ
う
だ
。
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雨
の
日
も
．
六
月
十
三
日

台
風
が
近
づ
い
て
い
る
と
か
で
、
朝
か
ら
横
殴
り
の
雨

が
降
る
。
お
そ
ら
く
休
み
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、
用

意
を
し
て
待
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
も
よ
り
少
な
い
人
数
が

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
。

今
朝
も
ま
た
朝
鮮
人
が
一
人
、
山
の
飯
場
か
ら
里
へ
向

か
っ
て
歩
い
て
い
た
。
五
十
年
配
の
小
柄
な
そ
の
男
分
画

前
は
知
ら
な
い
）
は
、
小
さ
な
荷
物
を
ビ
ニ
ー
ル
で
く
る

ん
で
背
負
い
、
傘
が
な
い
ら
し
く
、
古
い
ト
タ
ン
板
を
頭

に
乗
せ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
若
い
男
も
一
人
、
こ
ち
ら
は
傘
を

さ
し
て
歩
い
て
い
た
。
飯
場
の
住
人
だ
が
、
日
本
人
で
あ

る
。
雨
で
仕
事
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
里
へ
出
る
の
だ
。

橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち
込
み
。
今
日
は
里
か
ら
の

通
勤
の
メ
ン
バ
ー
も
、
飯
場
の
住
込
み
に
も
欠
員
が
多
く

全
部
で
七
人
だ
け
。
そ
れ
も
事
務
長
や
大
工
に
応
援
を
頼

ん
で
、
よ
う
や
く
頭
数
を
そ
ろ
え
た
の
で
あ
る
。

い
つ
も
は
二
人
で
や
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ

ー
の
操
作
も
、
監
督
の
堀
内
敬
三
が
一
人
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
。
堀
内
さ
ん
は
体
力
も
あ
り
、
仕
事
も
要
領
よ
く
き

び
き
び
と
働
く
の
で
あ
る
。
遠
く
か
ら
出
稼
ぎ
で
来

山
峡
の
誼

東
ノ
川
ｌ
林
道
工
事
現
場
の
記
録
凹

宇
江
敏
勝

て
、
平
の
労
働
者
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
オ
ヤ
ジ
に
眼
を
つ

け
ら
れ
監
督
に
抜
て
き
さ
れ
て
日
も
浅
い
人
物
。
い
つ
も

緊
張
し
て
現
場
全
体
に
眼
を
配
り
、
労
働
者
た
ち
が
お
た

お
た
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
走
っ
て
行
っ
て
手
を
貸
し

た
り
も
す
る
。

私
は
昨
日
に
引
き
続
い
て
グ
リ
（
玉
石
）
を
一
輪
車
で

運
ぶ
仕
事
で
あ
る
。
さ
す
が
に
雨
が
き
び
し
く
降
る
の
で

ナ
イ
ロ
ン
の
か
つ
ば
を
身
に
着
け
た
が
、
汗
の
た
め
に
ぬ

れ
る
の
は
同
じ
だ
。

弁
当
は
み
ん
な
し
て
飯
場
へ
行
っ
て
食
う
。
飯
場
で
は

火
を
た
い
て
、
ま
わ
り
に
ぬ
れ
た
作
業
衣
を
し
ぼ
っ
て
干

し
、
み
ん
な
パ
ン
ツ
だ
け
の
裸
で
あ
る
。

「
盆
に
は
帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
が
、
こ
れ
じ
ゃ
帰

れ
ん
な
あ
」
と
、
堀
内
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
。
仕
事
が
予
定

ど
お
り
に
は
か
ど
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
の
よ
う
だ
。

二
人
じ
ゃ
汽
車
の
旅
な
ん
か
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
い

ね
。
知
ら
ん
人
と
顔
つ
き
合
わ
せ
て
も
話
す
こ
と
は
な
い

し
、
退
屈
で
し
ょ
う
な
い
わ
」
と
、
大
工
の
山
田
さ
ん
。

彼
も
堀
内
と
同
じ
く
宮
崎
県
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
が
家
か
ら
持
っ
て
き
た
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
堀
内

さ
ん
は
ま
た
言
っ
た
。
「
新
聞
も
読
む
こ
と
が
な
い
し
、

ラ
ジ
オ
も
聞
か
な
い
し
、
世
の
中
ど
う
な
っ
て
る
の
か
わ

か
ら
ん
ね
え
」

午
後
は
小
回
り
で
働
く
。
つ
ま
り
仕
事
を
こ
こ
ま
で
片

づ
け
る
と
一
日
分
の
給
料
を
出
す
と
決
め
て
、
そ
の
ぷ
ん

休
憩
も
せ
ず
に
精
出
す
の
で
あ
る
。
天
候
の
悪
い
日
や
、

仕
事
を
終
え
る
と
き
に
や
る
方
法
。

お
か
げ
で
三
時
に
終
了
し
た
。

雑
談
・
六
月
十
五
日

車
の
積
み
込
み
で
あ
る
。
相
棒
は
上
垣
均
、
運
転
手
は
竹

口
広
、
と
も
に
里
か
ら
い
っ
し
ょ
に
通
勤
し
て
い
る
人
々
。

ま
ず
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
練
る
水
の
運
搬
。
い
つ
も
の

よ
う
に
水
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
ド
ラ
ム
カ
ン
を
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
に
積
む
の
が
ひ
と
苦
労
だ
。

「
わ
し
は
力
が
な
い
さ
か
あ
か
ん
、
お
ま
え
ば
か
り
が

頼
り
や
」
と
、
上
垣
さ
ん
が
言
う
。
中
折
帽
を
か
ぶ
っ
た

小
ぶ
と
り
の
彼
は
、
な
る
べ
く
体
力
は
消
耗
す
ま
い
と
決

め
て
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。

て
み

水
の
次
は
パ
ラ
ス
（
砂
利
）
を
運
ぶ
。
手
箕
で
す
く
っ

て
ト
ラ
ッ
ク
に
放
り
上
げ
る
の
は
汗
だ
く
の
仕
事
で
、
腰

も
痛
く
な
る
。
早
く
荷
台
に
い
つ
ぱ
い
に
な
る
の
が
楽
し

み
で
あ
る
。

だ
が
、
上
垣
さ
ん
は
し
ば
し
ば
ジ
ョ
レ
ン
を
杖
に
し
て

腰
を
の
ば
し
、
あ
れ
こ
れ
と
話
し
か
け
て
く
る
。
特
に
他

人
の
こ
と
を
し
ん
ら
つ
に
批
評
し
て
と
め
ど
が
な
い
。
例

え
ば
次
の
よ
う
に
。

「
山
西
は
の
ん
び
り
し
と
る
の
う
。
人
が
側
い
と
っ
て

も
立
っ
て
見
と
る
わ
。
そ
い
で
カ
ン
ト
ク
や
て
言
わ
れ
る

や
ろ
。
創
価
学
会
員
や
け
ど
、
あ
れ
は
豪
を
建
て
る
借
金

の
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
う
の
に
、
熱
心
に
信
仰
の
ふ
り
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ブロニカ6×6．80ミリレンズ。I、ライX隠家森

〔隠家調

所在福岡県朝倉郡朝倉町麦野
交通福岡市・天神よりパス。その他

特徴樹高26m･根元の周囲約35.4m･

約18.2m,･幹の南側に空洞あり。
天然記念物

〔上野原の大ケヤキ〕

所在山梨県北都留郡上野原町本町
交通中央本線上野原駅よりタクシー

特徴根回り10.2m･目通り幹周8,64m･樹高28m
国指定天然記念物

目通り

園指定

洲
職
謡
謡
い
ｌ
生
き
残
り
の
大
ク
ス

九
州
に
は
ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
が
多
い
。
既
報
の
よ
う

に
、
ク
ス
ノ
キ
を
こ
よ
な
く
愛
す
と
い
う
、
福
岡
の
木
村

氏
の
誘
い
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年
、
「
博
多
ド
ン
タ
ク
」

を
中
に
挟
ん
で
一
週
間
ば
か
り
、
九
州
北
部
の
ク
ス
の
巨

木
の
撮
影
に
赴
い
た
。

「
隠
家
森
」
は
そ
の
お
り
の
一
本
で
あ
る
。
珍
し
く
こ

の
旅
に
は
妻
も
同
行
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
九
年
十
一

月
、
南
氷
洋
捕
鯨
鉛
の
監
督
官
と
し
て
乗
船
す
る
こ
と
に

な
っ
た
私
を
見
送
る
た
め
、
彼
女
も
出
港
地
の
佐
世
保
港

ま
で
来
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
お
り
の
思
い
出
の
た
め
と

彼
女
は
で
か
け
、
私
一
人
の
搬
影
行
と
な
っ
た
。

ク
ス
は
ス
ギ
と
並
ん
で
日
本
で
は
巨
木
に
な
る
樹
種
で

あ
る
が
、
そ
の
枝
張
り
に
及
ん
で
は
、
ス
ギ
は
そ
の
比
で

は
な
い
。
「
湯
蓋
の
森
」
「
川
棚
の
ク
ス
の
森
」
等
々
、

一
本
の
ク
ス
が
森
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
多
い
の
が
、
い
い

例
で
あ
る
。

記
録
に
よ
れ
ば
こ
の
「
隠
家
森
」
は
牛
天
神
の
境
内
に

あ
る
一
株
の
巨
大
ク
ス
ノ
キ
と
な
っ
て
い
る
が
、
背
後
に

は
公
民
館
と
一
軒
の
民
家
が
あ
る
だ
け
で
、
神
社
の
存
在

は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
ク
ス
ノ
キ
に
も
伝
説
が
あ
る
。
昔
朝
倉
の
関
が
あ

っ
た
と
き
、
往
来
の
人
に
自
分
の
名
を
名
の
ら
せ
た
が
、

名
の
り
の
で
き
な
い
人
は
付
近
の
森
に
隠
れ
た
。
こ
の
大

ク
ス
は
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
木
の
残
り
で
あ

る
の
で
隠
家
の
森
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

要
す
れ
ば
、
昔
と
の
一
帯
は
ク
ス
の
森
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
ク
ス
は
群
を
抜
い
て
大
き

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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私
の
古
樹
巡
礼

上
野
原
の
大
ケ
ヤ
キ

リ
ン
ホ
フ
・
ス
ー
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
四
×
五
・
一
三
五
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

加
上
野
原
の
大
ケ
ャ
キ
ー
帽
子
を
か
む
っ
た
大
ケ
ヤ
キ

中
央
高
速
道
路
を
走
り
、
本
樹
の
あ
る
上
野
原
小
学
校

（
山
梨
県
北
都
留
郡
）
を
訪
れ
た
の
は
、
ま
だ
霧
の
薄
く

か
か
っ
た
朝
ま
だ
き
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

霧
が
晴
れ
れ
ば
青
空
が
の
ぞ
く
は
ず
だ
っ
た
。
校
庭
は

児
童
の
姿
も
な
く
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
。
閉
ま
っ
て
い

る
門
を
開
け
て
入
る
に
は
少
し
気
が
ひ
け
た
が
、
思
い
切

っ
て
校
庭
へ
入
っ
た
。

学
校
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
と
、
キ
ョ
ロ
、
キ
ョ
ロ
。

朝
陽
を
浴
び
始
め
た
一
室
に
女
の
先
生
が
二
、
三
人
い

る
。
意
を
決
し
て
撮
影
許
可
を
得
る
た
め
の
説
明
を
始
め

る
。
「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
／
・
」
先
生
た
ち
は
明
る
い
表
情

で
快
諾
し
て
く
れ
た
。

さ
て
、
本
小
学
校
の
校
庭
は
、
も
と
神
社
の
境
内
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
の
校
舎
建
設
の
た
め
埋
立
て
を
し
た
の

だ
と
い
う
。
神
社
は
ど
こ
に
移
転
し
た
の
か
聞
き
も
ら
し

た
が
、
日
本
一
の
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
と
称
さ
れ
る
、
山
形
県

の
「
東
根
の
大
ケ
ヤ
キ
」
も
東
根
小
学
校
の
校
庭
に
あ

る
が
、
小
田
島
城
の
本
丸
跡
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

現
代
に
生
き
る
巨
木
は
何
ら
か
の
伝
承
が
つ
き
も
の
な
の

で
あ
る
。

学
校
は
傾
斜
地
に
あ
る
。
埋
立
て
に
よ
っ
て
、
本
樹
の

下
部
は
隠
れ
て
い
る
。
幹
に
は
空
洞
が
あ
り
、
主
幹
は
数

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
。
原
因
は
何

か
、
こ
れ
も
聞
き
も
ら
し
た
が
、
上
部
に
は
銅
板
の
立
派

な
屋
根
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
数
本
の
枝
幹
が
上
方
に
向

か
っ
て
巨
立
し
て
い
る
。
樹
勢
は
な
お
盛
ん
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
登
校
し
た
子
供
た
ち
が
、
歓
声
を
あ
げ
始
め
た
。
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アスナロ

諸戸北郎『大日本有用樹木効用謡

形
態
・
分
布
な
ど
木
曽
の
赤
沢
自
然
休
養
林
に
は

渓
谷
に
沿
っ
て
、
樹
齢
二
○
○
年
以
上
の
ヒ
ノ
キ
林

が
あ
る
。
こ
の
ヒ
ノ
キ
林
に
は
サ
ワ
ラ
や
ア
ス
ナ
ロ
な

ど
が
交
じ
り
、
林
下
に
は
ヒ
ノ
キ
よ
り
も
ア
ス
ナ
ロ

の
小
木
が
多
く
生
え
て
い
る
。
ア
ス
ナ
ロ
の
若
木
は

ヒ
ノ
キ
よ
り
耐
陰
、
耐
湿
性
が
強
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ア
ス
ナ
ロ
は
日
本
の
特
産
で
、
本
州
の
青
森
県
以
南

よ
り
中
国
地
方
、
四
国
の
徳
島
県
九
州
ま
で
の
山
地

に
分
布
し
て
い
る
。
林
業
関
係
で
は
ヒ
バ
の
名
で
親
し

ま
れ
て
い
る
変
種
の
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
は
、
北
海
道
渡

島
半
島
の
北
緯
四
二
度
一
○
分
を
北
限
と
し
て
、
本
州

の
青
森
県
か
ら
栃
木
県
日
光
付
近
ま
で
と
、
日
本
海
側

は
佐
渡
、
能
登
半
島
に
及
ん
で
い
る
。
ア
ス
ナ
ロ
と
ヒ

ノ
キ
ァ
ス
ナ
ロ
は
高
さ
二
十
～
三
十
五
メ
ー
ト
ル
に
な

る
常
緑
高
木
で
、
森
林
を
構
成
す
る
主
要
な
樹
種
の
一

つ
で
あ
る
。
小
枝
は
水
平
に
出
て
葉
状
に
み
え
、
多
数

の
鱗
状
の
葉
が
交
互
に
十
字
対
生
し
て
小
枝
を
包
む
。

鱗
状
葉
は
ヒ
ノ
キ
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
質
が
厚
く
、

裏
面
の
白
色
気
孔
群
は
幅
が
広
く
て
目
立
つ
。
果
実
も

ヒ
ノ
キ
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
球
状
、
幅
一
～
一
・
五

セ
ン
チ
で
小
枝
の
先
に
単
生
す
る
。
厚
味
の
あ
る
果
鱗

つ
の

が
四
～
五
対
あ
り
、
先
が
角
の
よ
う
に
突
出
し
て
い

る
。
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
の
球
果
は
球
形
で
、
果
鱗
の
先

の
突
出
が
少
な
く
、
丸
味
が
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ

ロ
は
青
森
県
地
方
で
は
主
要
な
林
木
と
し
て
造
林
さ

れ
、
石
川
県
能
登
地
方
で
は
ク
サ
ア
テ
、
マ
ア
テ
、

カ
ナ
ァ
テ
な
ど
の
林
業
品
種
の
造
林
が
盛
ん
で
あ
る
。
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ア
ス
ナ
ロ
は
、
葉
が
ヒ
ノ
キ
に
似
て
、
こ
れ
よ
り

は
る
か
に
厚
ぼ
っ
た
く
、
粗
剛
な
感
じ
が
す
る
の
で
、

オ
ニ
ヒ
ノ
キ
と
か
オ
ニ
ヒ
バ
と
も
呼
ば
れ
る
。

井
上
靖
の
小
説
『
あ
す
な
る
物
語
』
を
読
む
と
、

主
人
公
の
少
年
の
家
の
庭
に
あ
る
ア
ス
ナ
ロ
の
木
を

指
さ
し
て
、
遠
縁
の
若
く
て
美
し
い
女
性
が
、
「
あ
す

は
桧
に
な
ろ
う
と
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
木
よ
・
で

も
永
久
に
桧
に
な
れ
な
い
ん
だ
っ
て
／
，
そ
れ
で
あ

す
な
ろ
う
と
言
う
の
よ
」
と
説
明
す
る
く
だ
り
が
あ

る
。
こ
の
木
の
名
の
由
来
が
普
通
こ
ん
な
ふ
う
に
い

わ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
っ
て
、
現
に
『
大
言
海
』

は
じ
め
多
く
の
国
語
辞
書
が
、
い
ず
れ
も
「
あ
す
は

ヒ
ノ
キ
」
説
を
戦
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
井
上
靖
の

小
説
に
出
て
く
る
ア
ス
ナ
ロ
は
、
作
者
の
郷
里
で
あ

る
伊
豆
で
の
イ
ヌ
マ
キ
の
方
言
で
、
ア
ス
ナ
ロ
で
は

な
い
と
い
う
。

罰
あ
す
は
ヒ
ノ
キ
」
と
い
う
と
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ

の
が
『
枕
草
子
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
一
節
を
私

な
り
に
、
次
の
よ
う
に
現
代
語
に
訳
し
て
み
た
。

「
あ
す
は
ひ
の
木
は
、
近
辺
で
は
目
に
す
る
こ
と
も

木
の
名
の
由
来

』

９
ア
ス
ナ
ロなく
、
こ
れ
を
知
る
人
と
て
も
少
な
い
が
、
御
嶽
に

も
う
で
た
人
が
持
ち
帰
る
の
を
見
る
と
、
枝
ぶ
り
な

ど
手
で
触
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
荒
々
し
い
。
こ
ん
な

あ
す
ひ
の
き

木
を
ど
う
い
う
つ
も
り
で
〃
明
日
は
桧
″
と
名
づ
け

た
も
の
か
、
つ
ま
ら
ぬ
予
言
め
い
た
言
葉
を
、
い
っ

た
い
だ
れ
に
信
じ
さ
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
か
、
名

づ
け
親
に
そ
の
訳
を
聞
い
て
み
た
い
も
の
だ
」

平
安
の
昔
御
嶽
（
吉
野
の
金
峯
山
）
に
も
う
で
た

人
が
、
こ
の
木
の
枝
を
持
ち
帰
り
、
「
明
日
は
桧
」

を
、
「
明
日
は
よ
い
運
に
恵
ま
れ
よ
う
」
と
の
意
味
に

解
し
、
縁
起
物
と
し
た
と
い
う
。
だ
が
ヒ
ノ
キ
に
比

べ
て
大
ぶ
り
で
荒
々
し
い
こ
の
木
が
成
長
し
て
、
明

日
は
ヒ
ノ
キ
に
な
る
と
は
お
か
し
な
話
。
い
わ
ん
や

こ
れ
が
「
明
日
の
幸
福
』
を
保
証
す
る
と
は
、
迷
信

も
い
い
と
こ
。
清
少
納
言
な
ら
ず
と
も
、
こ
ん
な
つ

ま
ら
ぬ
こ
と
を
言
い
出
し
た
人
間
の
腹
の
う
ち
を
聞

い
て
み
た
い
思
い
で
あ
る
。

余
談
は
さ
て
お
き
、
ア
ス
ナ
ロ
の
語
源
に
つ
い
て

述
べ
る
。
だ
が
そ
の
前
に
、
ア
ス
ナ
ロ
に
「
あ
す
ひ

（
翌
桧
）
」
の
語
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

深
津
正

小
林
義
雄

ひ
の
さ
さ
わ
ら
、
、
、
、
、

木
曽
節
に
「
木
曽
の
名
木
桧
に
椹
、
ね
ず
に
あ
す
ひ

こ
う
や
ま
き

に
高
野
槙
」
と
唄
わ
れ
て
い
る
ア
ス
ヒ
は
、
私
の
考

あ
つ
ひ

え
で
は
、
「
厚
桧
」
の
な
ま
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。

わ
か
ん
さ
ん
冬
恥

ア
ス
ヒ
の
語
が
文
献
に
現
れ
る
の
は
鼻
和
漢
三
才

ず
え
図
会
』
（
一
七
一
二
年
）
が
最
初
ら
し
い
が
、
ア
ス
ヒ

も
し
く
は
そ
の
原
型
で
あ
る
ア
ッ
ヒ
は
、
こ
れ
よ
り

ず
つ
と
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
ヒ
ノ
キ
は
古
く
は
単
に
「
上
（
桧
）
」
と

称
さ
れ
た
も
の
で
、
ヒ
ノ
キ
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
北
陸
・
近
畿
・
中
国
な
ど
の
地
方
の

ア
ス
ナ
ロ
の
方
言
「
ア
テ
」
は
、
元
来
ア
テ
ヒ
と
称

し
た
も
の
の
省
略
で
、
ア
テ
ヒ
は
「
ア
ッ
ヒ
（
厚
桧
）
」

の
転
化
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

ひ

「
あ
す
は
ヒ
ノ
キ
』
は
、
桧
が
ヒ
ノ
キ
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
平
安
時
代
以
後
の
こ
と
ば
で
、
「
あ
す

あ
つ
ば

は
」
は
、
実
は
「
明
日
は
」
で
な
く
「
厚
葉
」
で
あ

り
、
「
厚
葉
ヒ
ノ
キ
」
が
な
ま
っ
て
、
「
あ
す
は
ヒ
ノ

キ
」
に
な
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

ア
ッ
ヒ
（
厚
桧
）
が
「
厚
葉
ヒ
ノ
キ
」
と
も
い
わ

れ
た
う
え
、
こ
れ
が
、
『
枕
草
子
』
に
み
る
よ
う
に
、

ひ
の
ざ

ひ
の
き

「
あ
す
わ
桧
」
と
誤
称
さ
れ
、
さ
ら
に
「
明
日
は
桧
に

な
ろ
う
」
と
い
っ
た
念
の
入
っ
た
解
釈
上
の
尾
ひ
れ

が
つ
き
、
そ
の
あ
げ
く
に
ア
ス
ナ
ロ
の
語
が
生
じ
た

と
考
え
れ
ば
い
ち
お
う
の
筋
道
が
通
る
と
い
う
も
の
。

ま
た
こ
う
解
す
れ
ば
、
こ
の
木
の
最
も
顕
著
な
形
態

的
特
徴
が
、
き
わ
め
て
屈
曲
し
た
形
で
は
あ
る
が
、

そ
の
名
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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工夫による苗畑用機械の改良を図

る，などが挙げられる。

技術的特色としては，①規格苗生

産のため幼苗を5段階に区分して床

替や根切り時期の調整を実施，②土

域検定し，土質に合った施肥法の組

立て，③除草剤の合理的施用のため

雑草標本を作成，などが挙げられ

る。

＜内閣総理大臣杯＞

･石井猛

･静岡県田方郡中伊豆町城

。（出品財･）乾しいたけ

。受賞理由

氏は，安定した雇用労働力の確保

が困難なことから，家族労働を主体

とした経営規模での乾しいたけ専門

の生産事業を志向し，安定した良品

の生産をしている。

氏の乾しいたけ栽培の技術的，経

営的特色は，①永年にわたる多数の

菌系の栽培試験の結果から，栽培環

農材鵜
農林水産祭の天皇杯等受賞者
決まる

今年で27回を迎える農林水産祭

で，艇林水産関係者にとって最高の

栄誉である天皇杯の受賞者および内

閣総理大臣賞の受賞者が決まり’11

月23日の勤労感謝の日に，東京・

明治神宮境内で表彰式典が行われ

た。

林業．林産業の受賞者は，天皇杯

が秋田県の苗ほ経営者である渡部盛

男氏（50歳)，内閣総理大臣賞につ

いては乾しいたけを出品した静岡県

の石井猛氏（43歳）と決まった。

＜天皇杯＞

･渡部盛男

・秋田県大館市釈迦内字ニツ森

。（出品財）ほ場

。受貧理由

氏は，造林量の減少からくる苗木

の需要低下という状況の中で，生産

コストの低減と優良苗木生産に徹す

ることが重要であると認識し，基盤

整備，作業の機械化，農薬の合理的

施用によって生産コストの低減を図

り，最適な床替時期の選定，施肥や

病虫害の被害防除の適正な実施をし

て生産技術の向上に努めている。

氏の経営特色として，①分散して

いるほ場を整理統合し基盤整備を行

う，②連作の防止と堆肥確保のため

休閑地に陸稲を栽培，③独自の創意

－Q一画0』』一己ざ･匡角｡ 勺… P一夕 9 44 ’

|統計にみる嵐難蕊識熊樂I

樹種別人工造林

面積の推移

樹種別人エ造林面談の推移

万ha

わが国の人工造林は，戦中戦後の

乱伐による森林荒廃を復旧させ，国

土を保全するとともに，増加が予想

される木材需要に対処することを目

的として，全国的に推進された。

人工造林面積の全体量をみると，

36年度に戦後2度目のピークに達

した後，人工造林面積の7～8割を

占める拡大造林の適地の減少や全般

的な林業経営費の増加等により，減

少傾向で推移している。

人工造林面積を樹種別にみると，

30年代から40年代前半にかけては

スギおよびその他針葉樹の割合が高

くなっている。

その後，40年代後半になると，ス

ギおよびその他針葉樹の立木価格が

40

30

ソ
】0

I(）

側313233343536373839‘1041．$2434445‘妬‘17‘'84950515253545556575859606】

年度

責料：林野庁業務資料

① 具一争一一 ー＝
候白届．．順 評．1
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い
二
一
毒
二
二

１１１ⅢⅡⅢ－１Ⅲ１１ⅡＩⅢⅢⅢ１１ⅢⅢⅢⅢｌⅢＩ川！ⅡⅢｌｌｌＩｌｌｌⅡ川Ｉ１Ⅲ１１１－１１１ⅢⅢＩⅡⅢ川刈
一
三
三

境に適した菌系を選抜し，その栽

培技術体系を確立，②適正なほだ

場の選定・管理等により仮伏せを

省略，省力栽培技術を開発，③機

械の導入に努め合理的な栽培工程

を確立，④職入した原木林を家族

で伐採，玉切りを行い優良原木を

生壷⑤原木林の伐採後は下刈り

などの保育を徹底し，森林所有者

との信頼関係の保持と原木林の再

生産に努めた。

以上のほか，氏の生産する乾し

いたけは，毎年全国規模のコンク

ールで上位に入賞し，その優れた

栽培技術と安定した経営は地域の

しいたけ生産者から高く評価さ

れ，各種の研修会等の講師を積極

的に行うなど，地域のしいたけ生

産の振興のため精力的に活動して

いる。
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一
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一
一
一
一
一
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林政拾遺抄

別
府

工

三 三
＝

三 照明具（大分県東京事務所物産観光課提供）三
＝

三 ＝二
言三

言大分県別府市は古くから竹細工を対策の第二は，良質の竹材の生産三
三 昌

三主要な産業としていた｡篭,ザル，に向けられている。昭和60年3月冒
三花器等，県内の竹材を加工して，10に大分県林業振興課が出した「竹林言

三年ぼど前までは輸出さえしていた億施薬および竹材生謹に関する調査報冒｜
言,どであった。別府市民のほぼ20％は告割では，竹材生産条件である竹冒
三 ！三，

冒竹により馨らしを立て，昭和30年材の生産環境（地形，土壊，水分ﾆ
ヨ 三

昌代までは好況だったという。それが等)，施肥,伐期等についての研究冒
三現在，価格は上がらず，代替品は進を進める必要があることを示してい三
ニー ニ

言出し,中国,韓国からの輸入品におる｡竹材業者も竹林所有者に対し，三
三されるなど，産業存続の危機が訴え①2年生以下の若竹は伐採しない，三
三 三

言られてきている。かつては竹を材料②小径竹生産に力を入れる，③品質員
＝ 言

冒として作られた竹刀,釣竿,物干竿向上のため竹林の管理を怠らない，言：
三等はプラスチックに，弓はグラスフの3点の実行を要望し，また行政当三
三 三

三アイバーに代わり，しかも中国，韓局に対しては，①地域に応じた生育言
＝ 三

三国からは1/10の価格で市場に入っ指導，②小径材生産技術の確立等を三
三 三

三てくるという。この現状をどう克服要望しているが（同調査報告勘，三
旨 ＝

言するか，別府市場で今，その対策がこれからの方向を示している。三
三

三間われている。大分県の竹産業の将来について，言
三 ＝

言対策の一つは,加工技術を高める同報告書は,おおむね現状維持と見臺
三

言ことにおかれている。芸術品を作りている人が多いこと，特に加工用，三
三 ＝

薑付加価値を高める,ヂザｲﾝや染色，造園用では将来有望と見る人も少な薑
三接着技術を向上させ,耐久力のあるくないことを紹介しているが，これ薑
＝ ＝

言美しい商品をつくるなどが課題とさらの声にこたえる今後の研究･開発臺
三れている。レーザー光線を用いた加が望まれる。＝
三

三工品も店頭に出はじめている。（筒井辿夫）三
g1,11,,,,,,1,11,i,11,11,1,,,,,,,,,,,,,,ⅢⅡⅢ111ⅡⅡl1111lllllll1l1llllllillllllllllllllllllllllllllllllllⅡⅢⅡⅢⅡⅡ'Ⅱ'1ⅡIllⅢⅡIⅡⅡIⅡ''ⅡⅢⅡIⅡ''111Ⅱ'Ⅲ1111ⅡⅡI1IIIIⅡⅡⅡ房
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ヒノキに比べ相対的に低下したこと

に伴い，それらの樹種の人工造林面

職が減少してきている。その結果，

年間に人工造林される面積全体に占

めるヒノキの割合が増加し,56年度

以降は，年間に最も多く人工造林さ

れる樹種となっている。

また，広葉樹の人工造林面積につ

いてみると，最近の広葉樹に対する

し好の高まりや，しいたけ用原木の

不足等により，クヌギを中心に増加

傾向をみせている。

今後とも人工造林を進めるにあた

っては，従来にも増して適地適木適

品種の原則に従い，造林樹種を決定

するとともに，それぞれの時代のニ

ーズに合った樹種を導入し，国民の

多様な要請にこたえうる森林の造成

を図ることが重要となっている。

I●＝1ログ
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人と町並み（1）
中を流れる宇田川にかかる橋を渡る

と，そこは“日本の町並みの典型”

といわれる古い木造の家々が連なっ

た長い町筋である。

ここが古くから人々の営みが続

き，現在もなお先祖代々の生活文化

を受け継いで，新しい時代の傾向も

ほどほどの受入れにとどめ，貴重な

"木の文化"を残している所である。

そして，述べたような地理的条件か

ら新たな産業が展開することも江

奈良県の大宇陀町は，近鉄大阪線中を流れる宇田川にか
はいぱら

榛原駅からパスで約20分間，国道と，そこは“日本の町

370号を吉野山地へ向かって行ったといわれる古い木造の

所である。西の明日香の多武峰などた長い町筋である。

低い山々と，南の吉野大峰山地と，ここが古くから人々

東の台高山脈の山すそが三方から接き，現在もなお先祖代

近し，バスを降りると山峡の町といを受け継いで，新しい

った景色で家が散在しているが，町ほどほどの受入れにと

Z鋤語砺；
,:｡:｡:｡:．:．:｡＃:｡:．:。:｡:｡:｡:．:｡:｡:｡:｡:｡:｡:。:。:｡f･･:｡：
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今 関六也著

森の生命学
一つねに菌とともにあり－

発行

僻）冬樹社

〒160束京都新宿区荒木町23

鈴商ピル

（稗03-225-4731）

昭和63年6月4日

A5判,261頁

定価2,700円
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国立林業試験場(現･森林総合研究

所）の初代保謹部長を勤め,昭和41

年に退官された今関六也先生の生物

に関するこれまでの科学的思索を取

りまとめたものが本書である。先生

の生態的防除論，森林社会政策論は

森林保護関係者にはつとに知られて

いるが，本書ではその思索を森林，

生物学全般，さらに人間社会にまで

広げている。その内容はいたって新

鮮で，特に林業関係者には森林をめ

ぐる思索の楽しさと多くの啓示を与

えてくれ鳥。

第1章：森の隠花植物，鋪2章：

森の病い，第3章：森の生態学，第

4章：森を育てる，第5章：森を食

べる，の各章から成る。

第1章では大学で植物病理学を学

び，その後東京科学博物館において

キノコの分類の研究に心を引かれて

いく様が率直な筆で描かれている。

第2章ではその前半で20年近く

に及ぶ林業試験場保繊部長時代を通

く，町の営みは，名産品「吉野葛」

の製造元が2軒あるが，地元を対象

とする商家が多く，奈良，大阪，京

都に通勤するサラリーマンも少なく

ないということである。

パス以外に交通機関のないこの町

では，乗用車が重要な交通手段であ

る。したがって，自家用車の利用に

際して車庫が必要となるが，家の外

観を損なうことなく改造しているこ

とは，「町並み｣の保存に大きな役割

を果たしている。家の一隅を車庫と

し,入口に大きな木戸を取り付け,流

行の建材を使用せず外観を改造前の

趣と変わらぬようにしている．ただ

それだけのことであるが，ほとんど

‘聯Ⅷ

じて，主要病虫害の発生をどのよう

に考え，その研究をいかに進めたか

の体験が描かれている。森林保謹研

究の戦後史ともいえるもので，松く

い虫，スギ赤枯病，根切り虫等の研

究で当時活躍された方々の様子もう

かがわれる。なかでも目を引くのは

北海道のエゾ・トド林風害の調査と

その考察である。最終的に，これら

極相林の風害は森林社会の矛盾を解

決するために材質腐朽菌が長年かか

って準備した革命のようなものとの

結論に至る思考の若々しさには驚き

を覚える。これらの体験と思索を韮

に，後半では生態的防除論，森林社

会政策論が展開される。

第3章では，植物，動物とともに

第3の生物としての菌類の重要性が

多角的に語られ，また，生物学全般

に及ぷ思索が述べられる。

第4章では森林生態系の秩序の乱

れとしての病虫害および環境とのか

かわりを事例を挙げて説明し，これ
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の車庫がこのようであることが，

大宇陀の人々の伝来建築に対する

深い愛着を感ずるのである。もち

ろん，所々に補修改築された家を

見受けるが，伝来様式によって建

築されているのは，同様である。

また，こうした車庫造りは，同じ

奈良の今井町でも見受けられた。

かかる大宇陀の人々の木造りの

閑雅な町並みに深く根ざした日常

生活から，車庫に対する配慮も生

まれるわけで，まさに“生活の知

恵”である。

しかし，人々の日常生活と密着

して，何らのてらいもなく保持さ

れている町並みは，無住の家が生

ずると崩壊が始まる。実際に大宇

陀町では，軒が~ドがり，屋根に草

が生えた空屋が見受けられる。な

んとかこの見事な町並みを，維持

する手だてはないものかと思うわ

けである。

《r言雪害刑

癖

た，林道がほとんど未整備の時期の

ことであった。

昭和62年に策定された全国森林

計画によれば，林業生産裳盤の整

術・充実を図るため，その計画期間

中に，67．9千l皿の林道開発を推進

するとしている。

しかし昨今は，青秋林道の延長計

画に象徴されるように，森林の取扱

い，特に林道の開設について林業者

と自然保謹団体との間で意見が異な

る場合が多い。今後もさらに，その

配置については問題が生じることが

多いだろう。

一方，経済社会は「量的な物の豊

かさ」から噴的な心の豊かさ」を

求める時代に変わりつつある。この

よう芯中で，森林に対する国民の要

請は多様化・高度化しており，これ

にこたえるための基盤としての林道

はさらに重要となる。

こうした概念的な話はさておき，

今後も山に林道が延びるのは確かで

ある。今回の山行を考えついたの

は，最近購入した道路地図に，その

地まで短時間での往復が可能と判断

される林道等を示す細い二本の線が

山奥まで記されてあるのを見かけた

からであった。

最近は，することがないと道路地

図を見る癖がついてしまった。

（暇）

この秋，北海道の山に行ってき

た。十勝平野のどこまでも真っ直ぐ

に続く国道からはずれ山に入った

が，きり立った広蕊樹の山々は紅葉

の最盛期であるにもかかわらず，天

候不順の影響か，期待に反して今ひ

とつという感じの色づきかただっ

た。

山といっても，登山が目的ではな

く，仕事の合間をぬってわずか数時

間，かつて歩きまわった懐かしい山

河に，へたな写真を擬りに出かけた

だけである。
ひぐ主

「ここに熊がでました」と2日前

の日付けの警報が，治山事業所の跡

地に掲げられているのを車の中から

見つけていたので，内心ピクビクし

ながら歩き始めたのであるが，さほ

ど時間をかけぬうち，目的地である

源流部に氷河地形の跡を残す大きな

沢の合流点に着いてしまった。

写真をと期待した山頂付近は，あ

いにく霧の中で，しばしの問，河原

の流木に座り山が顔を出すのを待っ

ていたが，持ってきた望遠レンズは

とうとう背負ったままだった。

記憶が薄れてきているためか，新

しくできた林道を除き，川の流れや

崩壊地の形は昔と少しも変わってい

ないように思われた。

前回来たとき，それは20年も前

のことで，はるか下流から重いリュ

ックサックにあえぎつつ川を遡行し

’

1

らの研究の重要性とその意義を述べ

ている。

第5章では一変して，ガン予防の

ための菌食のすすめ等,､人間と菌類

のかかわりにあてられている。

マツカレハに関する文献の取り上

げ方等，先生の専門外である昆虫の

記述には多少の不,術・不満はある。

しかし，ささいなことは気にせず，

情熱に満ちて本質を突く先生の思索

の過程と結果をくみ取り，己の思考

の種とすることが本書の望ましい読

み方なのであろう。

国立林業試験場が時代の流れに適

応して森林総合研究所と組織替えし

たこの年に，森林についての総合的

な思索を促す本書が発行されたこと

を喜びたい。本誌会員に是非読んで

いただきたい本である。

（森林総合研究所森林生物部長
・小林一三）
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(この柵は編集委員が担当しています）
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国有林における林木遣伝資源の

保存一生物遺伝資源保存林の

設定

林野庁岡田恒夫

林木の育種No｡149

1988年10月p｡22～25

再生産可能な資源として，生物の

重要性に対する認識が高まってお

り，バイオテクノロジー等先端技術

の進歩により，農林水産業をはじめ

とする広範な分野において，生物の

新たな用途の開発がもたらされつつ

ある。このような状況の中で，その

基盤となる生物遺伝資源の確保が重

要となってきた。

このため，農林水産省は,昭和60

年度より生物遺伝資源の収集・管理

・利用システムの整備を行うことと

した農林水産省ジーンバンク事業を

実施している。

生物遺伝資源の収集等にあたって

は，今後の技術進歩に十分対応でき

るようにするため，当年の利用対象

となるもののみならず，将来の利用

の可能性を踏まえて対処することが

重要であり，生物遺伝資源の宝庫で

ある天然林の保存を図る必要があ

る。

保存する森林は，自然状態がよく

保存された天然林がその対象となる

が，国有林は民有林に比べ，この趣

旨に沿う森林が少なくない状況にあ

ることから，国有林を活用して，生

物遺伝資源を保存する場を設定する

こととしている。

生物遺伝資源保存林は保存の対象

によって，第1種保存林と第2種保

林業技術No.5611988.12

存林に区分されるが，第1種は主と

して林木の遺伝資源を対象とし，第

2種は森林と一体となって自然生態

系を構成する生物の遺伝資源を対象

とするものである。

第1種保存林は針葉樹32樹種，

広葉樹39樹種の主要林業樹種と稀

少樹種を保存の対象とし，昭和61

年度より順次設定を進め，61年度，

62年度に全国で117箇所，約3,400

haの保存林を設定した。第2種保存

林は，学識経験者等で椴成する保存

林設定委員会の意見を聴きながら，

63年度末まで設定することとして

いる。

いま技術革新の潮流の中で

東京農業大学福井尚ほか

木材工業No.500

1988年11月p｡1～84

『木材工業誌』500号記念特集と

して，高度成長期以降，今日に至る

までのわが国木材工業の技術の展開

を総括し，きたるべき技術革新の時

代における木材工業の姿の展望を行

った。

まず木材資源と林業施策，住環境

と建築施策，木材工業の研究・技術

開発などについて，行政，現場，研

究など幅広い視野からの技術論が展

開され，さらに個別技術，専門項目

ごとにより詳細な論述，解説がなさ

れている。

今後,コンピュータ,バイオテクノ

ロジー，新素材等の先端技術が飛躍

的に発展する中で，これまでの木材

工業の形態が著しく変貌することも

予想され，わが国の木材工業が今後

理想的な形で発展していくかどうか

は，ひとえに木材およびこれに関連

する産業に携わるすべての人たちの

熱意，努力にかかっていると結んで

いる。

タイ国の自然環境と造林技術の

改善

林試石塚和裕ほか

森林立地30－1

1988年6月p.44～51

タイ国の森林は近年著しく減少し

つつある。約20年前には国土面積

の50％以上あった森林は最近の発

表ではすでに30％以下となり，森

林資源の培養は緊急かつ重要な課題

である。タイにおける人工造林の歴

史は二十余年と決して長くはない

が，タイ王室林野局を中心に1985

年時点で約50万haを造成，ようや

く国土の1筋を超すに至った。チー

ク，マツ，ユーカリ等の造林地が各

地に造成され，民間造林の振興を含

めて造林の拡大に拍車がかかってき

た。

このような機運の中で日本政府の

協力により開始されたタイ造林研究

訓練プロジェクトは機械化造林を含

めた造林技術の改善と普及ならびに

研究の推進を目的として，1981年

から始まった。

著者らはこのプロジェクトに森林

土壌分野で参画し，今後の森林土壊

の研究方向について検討を行う機会

を得た。本報告はタイの気候,地質，

土壌，森林植生などの自然条件と造



林技術の現状を紹介し，土壌研究か

らみた造林技術の改善方向をまとめ

たものである。

道産広葉樹の資源状況と製材市

場（1報)，（2報）

北海道林産試験場菅野弘一

北方林業No.475(P・10～15)

No.476(p、16～23)

1988年10,11月

北海道の広葉樹は，豊富な資源と

その優れた材質から，各種用材とし

て広い範囲で利用されてきた。特

に，高級家具用，輸出合板およびイ

ンチ材など，世界的にも高い評価を

得ている。しかしその豊富だった広

葉樹資源も減少し，産出される素材

も4経，低質化してきている。こう

した状況にある道産広葉樹のいっそ

うの有効利用と，小径，低質材の付

加価値を高めた利用方法の開発が道

内産業の重要な課題になっている。

北海道の森林資源について，昭和

35年から60年までの推移をみる

と，森林面積はほぼ積ぱいである

力古，構成をみると人工林が約3倍に

増え，天然林が約2割の減少，総蓄

演は60年度末で，針葉樹43.5必

広葉樹56.5％の割合であるが，昭

和35年比では針葉樹16影増加，広

葉樹11％減少となっている｡広葉樹

は，蓄積が圧倒的に多い国有林の減

少が影響し，全体的には減少傾向に

あるが，一般民有林は35年比で30

％も増加している。これは一般民有

林の主体が生長旺盛な幼齢広葉樹で

あり，生長量が伐採量を上回ってい

ることも大きな要因である。蓄積比

率の高い樹種は，カバ類ナラ，シ

ナノキなどあるが,カエデ,カバ類，

シナノキなどが減少し，カツラ，ク

モ，ニレなどは増加の傾向を示し

ている。また径級別蓄積について見

ると国有林の資料はないが，道有林

では大径材(36cm上)が約47%で占

めている。一方，一般民有林は小，

中径材の比率が高く,34cm下が全体

の90％を占めている。

次に道産広葉樹索材の生産鼠の推

移をみると，昭和46年の6,644千

藤を最高に，60年では最高時の55

％まで減少し，広葉樹製材生産量で

は道産材は51年比で66％に減少し

た◎

本報告はこれら道産広葉樹の有効

利用をはかるための資料として，資

源の状況と製材市場における需要，

価格の動向などについて詳しく述べ

ている。

熱帯医学の最近の話題(1)熱帯

林業開発事業地における健康管

理

東京医科歯奉昧学藤田紘一郎

熱帯林業No．13

1988年9月P、36～38

インドネシアのカリマンタンを中

心に林業開発が日本によって開始さ

れようとしたころ，多くの林業関係

者がカリマンタンの山奥に入ってい

った。今から思えば考えられないよ

うな悪条件の中で，多くの人々がマ

ラリアやアメーバ赤痢などの熱幣病

にかかり，犠牲者も多く出た。

筆者はそのころから熱帯林業闘発

事業地の健康管理のため，巡回診療

に現地を走り回ってきた。

今，日本による熱帯開発事業はパ

プア．ニューギニアだけに集中して

行われている。

パプア．ニューギニアの林業開発

地で働く邦人の間で，問題となって

いる病気はマラリアである。マラリ

アにはほとんどの邦人が罹患し，重

症になったり，帰国を余儀なくされ

たりするケースが多い。同じ熱帯の
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発展途上国でも，インドネシアのよ

うな人口が多い国では，腸チフス，

A型肝炎，赤痢アメーバなどの，い

わゆる経口感染症が主体であるが，

パプア・ニューギニアのような，比

較的人口密度の低い国では，マラリ

アやデング熱などのように，蚊が媒

介し，病気としては古典的な部類に

属する疾患が主に流行している。

本稿ではこれらの病気を媒介する

蚊の種類別特性について述べてい

る。

今後，4～5回のシリーズによる

解説が予定されている。

北山杉と数寄屋建築

坂本喜代蔵

山林No.1253

1988年10月P.29～32

北山林業は，その始まりが直挿の

人工造林による。直挿の発達を助

け，台杉仕立に大きく寄与したのは

本白杉である。室町初期に発見され

て以来，挿木法（初期は直挿）一筋

で今も植栽されているということ

は，さながら生きた化石のようで，

北山林業の歴史を象徴する貴重な品

種である。したがって，北山林業を

論ずるには，本白杉の生態と，さら

に台杉仕立を究明した後，その発達

の歴史に及ぶべきである。次に台杉

仕立と枝打技術は不可欠の関係にあ

る。一樹一幹であるべきものに，一

樹多幹の道を開いたのは枝打技術を

伴った台杉仕立を行った結果である

が，この枝打ちの起源は室町応永年

代に始まるといわれている。

筆者は枝打ちの起源を求める資料

として，磨丸太を用いた数寄屋式の

古建築を調べ，無節材の使用状況な

どから，北山式枝打ちの起源が室町

時代中期であるという説が立証でき

るとしている。

林業技術N.o.5611988.12
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アメリカにおける

自然保護問題について

はじめに

このたび，滞米の機会をいただい

たおりに，アメリカにおける近年の

自然保護の動き等について得た情報

をご紹介してみたい。

わが国が林増計画のまっただ中で

あった1960年に森林の多目的利用

法が制定されたアメリカであるが，

その後も皆伐施業の実行面積を拡大

し続けた森林局に対して激しい批判

が起きている。ウエストバージニア

のモノンガヘラの皆伐計画がこの発

火点として著名である。

この運動は他の地域へも広がって

いくのであるが，この辺の状況を

1976年の国有林管理経営法の制定

にあたって影響のあったロバート･

ウルフは，「皆伐に対するむきだし

の敵意はすべての森林を原生保全地

域にしておこうとする一部の熱烈保

護論者によるものだと考えるとほっ

とするが，問題の根底には一般の人

人の間にも国有地で起こっているこ

とは国民的関心事だと考える人々が

いることがある。毎日ひざまで血ま

みれになって働いている屠殺労働者

も，また，手術台で日夜手首まで血

林業技術No.5611988|．12
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だらけになっている外科医であって

も，いずれも皆伐作業が数年以内に

新しい森林に戻る程度のケガですむ

とは思えないようだ。彼らはほかで

もない国有林で起こっていることだ

けに大声で『やめろ〃』と叫ぶ権利

を持っていると信じているのだ」と

当時の状況を描いている。

また，同法の法案提出者であるハ

ンフリー上院議員は当時，次のよう

に述べている。縢林を単に立木の

集まり，そして立木を単に木材資源

として見る時代は終わった。土壌や

水，草やかん木，魚や野生生物そし

て森林の美しさなどをトータルとし

て勘案して行動するのが資源の経営

管理者の使命である」と。

こうして生まれた国有林管理経営

法は，閉鎖的な組織といわれた森林

局の森林計画の策定過程への幅広い

国民の参加および木材生産技術以外

のさまざまな分野の技術の適用を義

務づけた点で画期的立法といわれ

る。同法は，このほか，木材生産の

規制および野生動物の多様性の維

持，原生環境の維持などの自然保護

への配慮に関することを細かく規定

している。

しかしながら，その後も森林の取

扱いをめぐる論争は絶えることな

く続いている。本稿では，主として

OldGrowth(北西太平洋岸に存在

する原生的な森林）の問題，州によ

る国有林の環境管理の傾向などにつ

いて述べる。

OIdGrowthと西アメリカフクロウ

OldGrowthについて定量的な

定義はないが,普通,北西太平洋岸地

域（ワシントン州，オレゴン州およ

びカリフォルニア州北部）に存在す

る樹齢200年を超える森林のことを

さしてこう呼ばれる。低地や私有林

から伐採が進んでいったため，現在

O1dGrowthが残っているのは国

有林が主体であり，面積でいうと北

西太平洋地域にある経済林の約3

分の1を占めているという。Old

GroWthは木材資源としてはもとよ

り，生態学的価値やレクリエーショ

ン資源，水資源としての重要性が認

識されているが，その生態メカニズ

ムがよく知られていないこともあ

り，この取扱いは最も困難を極めて

いる。

現在，森林局や土地管理局がと

っている木材収穫の基本政策は，

NondeclingEvenFIowPolicyと

呼ばれるもので，毎年の収穫量が一

定でかつ長期保続生長量を超えない

ものとされている。

OldGrowthを保存することによ

る価値とそれによって失われる経済

的損失について論議が行われた例と

しては，国立公園局がレッドウッド

国立公園の拡張計画を持ち出したと

き，カリフォルニア大学天然資源学

部のマッキロッブ教授の行った費用

便益分析が論争を巻き起こしたこと

がある｡同教授は,木材産業育成の立



場に立ち，最少限の拡張が適当であ

るという結論を出したが，これに自

然保護団体が猛反発したのである。

ちなみに，このとき自然保謹側にて

理論的な反論を行ったのは，同大学

同学部のノーガード助教授である。

O1dGrowthの取扱いで現在最も

問題になっているのは，管理経営指

標種(ManagementlndicatorSpe･

cies,MIS)とされている西アメリカ

フクロウ(米名SpottedOwl,学名

StrixOccidentalis,3種の亜種が

ある）をめぐってである。MISと

は，国有林管理経営法に基づき生態

系の多様性を維持するための指標と

して選ばれる動物である｡1986年に

銅*局が出した，北西太平洋地域ガ

イドの修正のための環境影響報告書

の補足書（紫案）のなかでは，フク

ロウの生息区域の経営管理のガイド

ラインの再検討が行われた。森林局

の提示した案は，フクロウ1つがい

につき880haのOIdGroWthを残

し，550のつがいの生息を図るもの

で，これでいくと15年後に25遜

50年後に60％の生息区域が伐採さ

れるというものであった。これに対

するパブリックコメントの数は4万

を超える空前の論争を巻き起こした

のである。自然保謹団体は，フクロ

ウの生息区域の伐採を一時中止し，

伐採の対象を適伐期の2次林に移す

べきだと主張した。これに対し，林

産業界はこれ以上フクロウのために

新たなOldGrowthを温存するこ

とに猛反発し，そのためには必要性

を立証する研究が必要だとした。一

方，魚・野生生物局はこのフクロ

ウをthreatenedorendangered

species(危機にひんしている種)に

追加指定することを検討し始め（簸

近の検討の結果，指定しないという

結論を得ている)，土地管理局も木

材収稚計画の再検討を始めた。

つい先だって，森林局は，フクロ

ウの取扱いについての基準およびガ

イドラインを含泌た先の補足報告書

の最終版を刊行した。フクロウの生

息のための大面積の森林の必要性な

どが叫ばれていることに配慮して，

同報告書では，フクロウの生息地の

保全やその他の各種資源の利用を配

慮した7つの選択案を示している。

報告書で選択された案では，フクロ

ウの生息区域として指定された区域

は,営巣木から半径2.4～3.41mの区

域となっており，他の案では，生息

指定区域のないものから，すべての

生息地を保護するものまでにわたっ

ている。選択された案では，毎年の

木材収謹量が約38万In3減少する一

方で,今後10～15年間でフクロウの

つがいの数は，現在の2,720から

2,180に減少するとされている。し

かしながら，生息のための必要な条

件については，依然意見の対立が続

いている。論点の中心は，木材収

謹行為がフクロウに有害か否かとい

うこと，および，フクロウの生息の

ための生息区域の必要量と配置にあ

る。

州による国有林の環境管理の傾向

(1)BlueCreekの水質保全問題

カリフヵ･ルニア州北部にあるシッ

クスリバー国有林内のB1ueCreek

の木材収種，道路作設をめぐっての

裁判所の判断は極めて注目されてい

る。この判決は，国有林の伐採行為

が州の水質保全基準に合致しないと

して中止命令を出したものである。

これは，清浄水法によれば，森林局

は州の水質保全基準に従わなければ

ならないことになっているからだと

いう。カリフォルニア州では，自然
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の状態より20％を超える濁水は基

準違反となる。当地の場合は，伐採

活動によって500％もの濁水が出る

と予想されることから，基準に合致

可能なことを示すまでお預けを食っ

たのである。木材収税活動について

は州の水質保全埜準は適用にならな

いという森林局の主張は聞き入れら

れず，森林局は現在水質や漁業への

悪影響を最少限にするような施業技

術の実行を迫られているという。し

かしながら，このような厳しい基準

に従わなければならないということ

は，実質的に地盤がもろい箇所では

伐採が行えないということを意味し

ており，また，州により異なる基準

にいちいち対応しなければならない

ことになる。

（2）州による採掘許可と森林局

1987年に最高裁は,州の国有林に

対する環境管理の強化を意味する画

期的な判決を下した。これは，カリ

フォルニア州における鉱物の採掘の

プロジェクトについて，たとえ事前

に森林局の承認を得ている場合で

も，さらに，州の採掘許可を得なけ

ればならないというものである。

BeloW-CostTimberSales

⑯CTS)と林道

森林局の木材販売および林道開設

については議会が注視しており，

1984年にはいくつかのレポートが

国有林の木材販売による収入と支出

の分析を行っている。

例えば，84年7月のGAOレポー

トは,「議会は森林局のBCTSにつ

いてもっと知るべき」と題し，西部

の4営林局の木材販売のうち27筋，

42％がそれぞれ81年度，82年度に

おいて費用を下回ったと報告してい

る。これに対する森林局の見解は，

森林経営に伴う外部効果は差し引き

林業技術No.5611988．12
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表地域別DEIS(環境影饗報告書素案),FEIS4同最終報告鋤の

策定状況（1987年9月末現在）

には，ロビー活動だけでなく，ネイ

チャーコンサーバンシーのように実

際に土地の経営を始めるものも出て

きている。これは，優れた景観を持

つ私有地を買収し，その景観維持の

ための経営を行うものである。ネイ

チャーコンサーパンシーはその獲得

地を森林局等に移管させるか自らが

経営する。非営利団体のため効率的

に公共財保全が行われるものの，資

金面は寄付等に頼らざるをえないた

め限界がある。

自然保護の価値評価

自然保護団体が主張している

UnpricedValueには,実際に森林

に入り込んでレクリエーション活動

を行うことのほかに，ワルシュらが

いっている，

･OptionValue(将来世代のレクリ

エーション利用のために残す一種

の保険料のようなもの）

･ExistenceValue(自然環境が保

全されていることに対する支払い

意志額）

･BequestValue(将来世代に原生

環境資源を継承することによる満

足感への対価支払い意志御

などの概念が含まれるのではなかろ

うか。 （林野庁計画課）

参考文献
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注：このほか,｡Draftが未了のもの1,Draftが完了したがさらに分折

が必要なもの3となっている

出典:ReportoftheForestServiceFiscalYearl987.

正，すなわち外部経済効果であり，

総合すれば社会便益は正だとしてい

る。これに反対するグループは，林

道建設に照準を絞り，その環境へ

の外部不経済を指摘して森林局のい

う外部経済効果に反論している。

ForestPIan,皿S(環境影響報告書）

の策定状況など

自然保護団体が主張している事項

としてはほかに，森林内歩道の作設

の促進，森林局の予算のバランス，

国有林の署レベルの計画にて非経済

林の区域を明らかにすることなどが

ある。署レベルの計画については，

87年の始めまでには，トンガス国有

林を除くすべてのDraftPlan(¥

案）が刊行されている。また,Final

P1an(最終計画)も123のうち85の

地域で出ている(表参照)。計画に対

して非常に多くのアピールが行われ

ている(88年8月現在で総計733)。

自然保護団体の動きなど

今日，多くの自然保護団体がある

が，そのうちシエラクラプ，オーデ

ポンソサイエティ，ウイルダネスソ

林業技術No.5611988．12

サイエティなどが有力である。いず

れも会員数や予算規棋が年々増えて

いる。

シエラクラブはもともとはヨセミ

テ谷の保謹のために組纈されたサン

フランシスコにある小さな組織であ

ったのが，全州的そして全国的な組

織に成長したものである。当クラブ

は現在では，森林・土地の管理経

営，水質，大気汚染の問題にとどま

らず，核廃棄物，軍拡競争，世界銀

行等の開発プロジェクトについてガ

イドラインを提示するなど国際的な

活動も行っている。近年，特に大き

な論争となっているのは，アラスカ

における石油開発をめぐって，開発

か野生生物保謹かが問われているこ

とである。シエラクラブの立場はも

ちろん石油のパイプラインとそれに

付帯する開発が重大な環境破壊を起

こすとして開発には絶対反対であ

り，石油採掘可能性の有無にかかわ

らずに貴重な地域を聖地として後世

に残すことを提案している。

また，近年，自然保謹団体のなか

①EIS） i (FEIS）
0 １

日 13
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林 業関係行事一覧

12月

区分行事名期間主催団体・会場・行事内容等

栃木第25回栃木県しいたけほ12．1栃木県

だ場コンクール

三重きのこ料理コンクール三重12．2三重県特用林産擾興協議会。久居市市民会館。書類選考を通過した優

県大会秀作10点の実演

中央第14回国有林野事業造林12．2林野庁。麻布グリーン会館

請負功労者林野庁長官感謝

状贈呈式
〃 入会資源総合活用コンサル12．2林野庁。林野庁会議室

タント中央会議

群馬第19回群馬県優良素材展12.2～3群馬県。群馬県森林組合連合会東前柵木材共販所。良質材の生産を奨

示会励するため県内の民有林から生産された優良材を展示し，種類別に審

査し入賞者には表彰を行う

中央建築用針葉樹材の乾燥技術12.5～7（財)日本住宅・木材技術センター。静岡県林業技術センター。木質建

研修会材等認証推進事業（通称AQ)による「乾燥材」の認証に必要な技術

者の養成をねらいとした研修

〃 第3回製材規絡研究会12．7林野庁。麻布グリーン会館
〃 研究セミナー「生態秩序の12．9農林水産技術会議事務局・生物系特定産業技術研究推進磯擬麹町会

最適制御」生物の生存戦略館大ホールb自然生態系の安定性とその利用（沼田眞)，広葉樹林の

の解明と生物産業への高度更新機作の解明と制御（山本進-う，浮魚の生態と資源変動の解明0l1
利用を目指して崎健)，昆虫の行動制御における生態相関物質の役割（高橋正三)，生

態秩序研究と新農林水産技術への展開（松川正）

大分大分県優良JAS製材品展12.10大分県木材協同組合連合会。大分県木材市場。上位3点に対し，林野
示品評会庁長官賞を交付

中 央営林（支）局人事課長会識12.12～13林野庁。林野庁会議室。各営林（支）局人事課長業務打合せ
〃 営林(支）局福利厚生課長12.13～14林野庁。林野庁会議室。各営林（支）局福利厚生課長打合せ

会議

〃 昭和63年度研究成果発表12.14森林総合研究所。虎ノ門パスI､ラル（東京腿林年金会館）
会

〃 大規模林業圏開発推進連盟12.23大規模林業圏開発推進連盟。ホテルニユーオータニ

総会

行事名

新年名刺交換会

第29回全群馬近代こけし

コンクール

1 月

期間

1.4

1.1.9～23

主催団体・会溺・行事内容等

林野庁はじめ関係団体の代表出鵬三会堂9階ホール(東京港区赤坂）

群馬県。群馬会館。県内の近代こけしを一堂に集め，優秀作品に内閣
総理大臣賞を贈呈
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林業技術昭和63年-1988年（550～561号）

=△、

壇同冊

総 目次

佐々木恵彦

只木良也
餅田治之

山口博昭

中川藤一

福島康記
黒川宣之

川田勲
野上啓一郎

菅野二郎
熊崎実

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

ハイテク時代の林業

これからの社会と森林の役割
林業のコスト低下の課題
新時代の林業研究
今，林業，木材業，建築業のはぎまでの問題点

一一新設住宅着工170万戸の意味するもの

これからの森林組合の役割
白書にみる日本林業の技術展望
本四架橋時代と四国林業
林業技術と人間存在一一特に原理的側面からの考察
素材生産における労働関係調査と問題の考察
楽しい林業のすすめ

海の向こうから日本の林業，林学を考える
－中欧の森を訪ねた学生の旅の意識から 赤井 寵男561

特集

村おこし町おこしの担い手をめざして
住民の意識高揚からスタート，緑資源を生かした町づくり（山形県・金山町）村松真
全町あげての良質材主産地形成への取組み（宮城県・岩出山町）佐藤元夫
地域ぐるみの良質材主産地形成をめざして（山梨県・富士川林業地銅樋川弘文
木製品加工事業への取組みと地域室業の育成（高知県・馬路村）乾治
森林レクリエーションと木工芸で村おこし（大分県・上津江村，中津江村）桑野功

解説

有用広葉樹林の育成技術一ミズナラを中心として大角泰夫
新種創出への第一歩－マツの光合成遺伝子の分離山本直樹
スギザイノタマバエ被害と間伐の効果讃井孝義
建築基準法令の改正と今後の課題鈴木信哉
ユーゴスラビアにおける森林の自主管理一一スロベニア共和国の場合スラウカ･カウチッチ

訳・熊崎実

昭和63年度林業関係予算案の概要日高瑞記
森林の水土保全機能とその増進技術近嵐弘栄
林野火災大規模化の要因について一一愛媛大・九州大．佐賀大学の共同研究から岸原信義
バイオテクノロジーと林木育種の将来

一一形質転換体精英樹採種園と精英樹細胞採種園小谷圭司
林業試験場の組織改正について片桐一正
大学農学部の機構改正と林学教育
農林総合科学科の設置（鳥取大学）大北英太郎
森林科学科の創設（信州大学）木平勇吉
都道府県試験研究磯関の新しい動き近藤秀明
シンポジウム『森とむらと森林化社会』から

－フォレストピア宮崎構想の実現に向けて宮崎県林務部林政課

第99回日本林学会大会研究発表の概要
〔林政（緑地）岡裕泰／経営石橘整司・露木聡／立地八木久義・堀田府／造

糾錐技術No.5611988.12

550

551

551

551

551

551

552

552

552

552

553

553

553

553

554



林中島清・桜井尚武／保謹鈴木和夫・古田公人／防災太田猛彦／利用佐々木尚
三・朝日一司〕

林学この古くて新しい学問一『林学高等教育懇談会』より上飯坂資554
愛鳥週間に寄せて－野鳥密猟の根絶を願って554

かすみ網による野鳥密猟の現況と対策黒田大三郎
密猟取締り体験記各務成美
山村観光開発と環境保全柳次郎555
特用林産物の活用による山村振興杉浦孝蔵555
「緑と水の森林基金」の設置について森山敏郎555
森林計画データ活用システムの開発田淵裕一555
どんなものなのか「国際花と緑の博覧会」古市武雄555
木造住宅を分解すると－部材別樹種・使用量山井良三郎556
折れたばかりの生枝は切り落とそう一心腐れについての考察佐保春芳556
国有林野事業における蜂刺され災害の現状と対策林野庁厚生課556
非木造建築の中の木材一内装木質化の現状と課題鈴木信哉557
アメリ力製材業の動向と諸問題（上）岩井吉弥557
生物的防除手段としての昆虫寄生性線虫真宮靖治557
アメリ力製材業の動向と諸問題（下）岩井吉弥558
モデル木造施設その後559

宮城木材文化ホール 古川弘

ウッドリーム愛知、伊藤勝
大分市グリーンカルチャーセンター小野裕一
写真測量・リモートセンシング国際学会第16回京都大会から大貫仁人559
大興安嶺森林大火災とその後水野遵一559
産直住宅産業経営のポイント一一秋田県木造住宅K.K.の場合田口昭雄560
シラカバ原木によるシイタケ栽培－脇田光行さん(北海道・深川市)の栽培事例及川勇二560
斜め植えの効果と期待一公社造林の植栽方法を中心として佐藤賢一560
ポストモダンー建築の新しい流れが林業に示すもの大住克博560
木を生かした町づくり一熊本県小国町の地域振興小邦徹561
三州足助屋敷の炭まつり一新名所となった三州足助屋敷の「The炭｣展から矢沢長介561
リモートセンシングの業務への活用田淵裕一561

複圃林施業事例を見て－これからの技術的検討課題
その1目標に応じた施業体系の検討一スギ，ヒノキの場合藤森隆郎
その2複層林施業の体系的位置づけ－スギ，ヒノキの場合藤森隆郎
その3アカマツ・ヒノキ混交林のこれからの施業河原輝彦
その4北海道における複層林施業の事例（1）カラマツートドマツ菊沢喜八郎
その4北海道における複層林施業の事例

（2）同種複層林（トドマツートドマツ／カラマツーカラマツ）菊沢喜八郎
その5東京都水道水源林のカラマツーヒノキニ段林大類喜一郎

＜私の技術ノート＞

11．1／4世紀前の治山担当駆出しのころ
12．木曾ヒノキと20年・ササとの闘い

13．販路を開く“そりもと材”の生産
14．製品生産事業実行と安全活動
15．能代海岸砂防林造成事業

能仁恒博
斎藤章一郎

朝比雑譲茶田正宏婁
西田稔

新年のごあいさつ 鈴木郁雄

第34回森林・林業写真コンクール優秀作品（白黒写真の部）紹介
日本林業技術協会第43回通常総会報告
第34回林業技術賞業絞紹介
く林業技術賞＞

寒冷地方における松くい虫被害の特徴と防除方法の解明およびその普及佐藤平典
採種園におけるジベレリンの着花促進効果に関する試験研究金川侃
カラマツ材の人工乾燥技術の開発と普及長野県林業総合センター木材部
ウッドブロックの開発・普及について熊本営林局木製工法開発促進プロジェクトチーム

556

557

558

559

560

561

553

554

556

559

560

550

550

556

558
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＜林業技術賞努力賞＞
間伐小径木を利用したコンテナーによる大型緑化木の育成 河村止

第34回林業技術コンテスト要旨紹介 558

随 筆

山峡の譜

キリクチ谷一ああ結婚（一）
キリクチ谷一ああ結婚（二）

キリクチ谷一ああ結婚（三）
キリクチ谷一ああ結婚（四）

山|崎一変わった仲間たち（一）
山崎一変わった仲間たち（二）

宇江敏勝
山崎一変わった仲間たち（三）
山崎一変わった仲間たち（四）

東ノ川一林道工事現場の記録（一）
東ノ川一林道工事現場の記録（二）
東ノ川一林道工事現場の記録（三）
東ノ川一林道工事現場の記録（四）

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

私の古樹巡礼
48．蒲生のクス／49．恩徳寺の結びイプキ550
50．共和のカシの森／51．勝源院の逆ガシ
ワ 551

52．金沢城跡のシイノキ／53．中釜戸のシ
ダレモミジ552

54．加子母のスギ／55．御仏供スギ553
56．諏訪神社の翁スギ蝦スギ／57.大山祇
神社のクス554

58‘玉若酢命神社の八百スギ／59．善福寺
のイチョウ555

八木下弘

高津，連理のマツ／61．牛島のフジ
薄根の大クワ／63．善養寺の影向のマツ

清澄の大スギ／65．清武の大クス
千本イチョウ／67．野神の大センダン
小金湯桂不動のカツラ／69．猪狩の大モ
ミ

上野原の大ケヤキ／71．隠家森

●
■
●
●
●

０
２
４
６
８

６
６
６
６
６

556

557

558

559

560

56170.

暮らしの中の木竹工芸
22．都城木刀
23．駿河竹千筋細工

佐原雄次郎

24.京指物く最終回＞550

551

552

木の名の由来
1．サクラ

2．クロベとシラベ

3，イチイ（オンコ）
4.アサダ

5．ホオノキ

深津正・小林義雄
クヌギ

メグスリノキ

ナナメノキ（ナナミノキ）
アスナロ

553

554

555

556

557

■
■
●
■

６
７
８
９

558

559

560

561

技術情報550~551555~557559~561

JoumalofJournaIs550～557559～561

林業関係行事一覧550~561

農林時事解説

全国森林計画が策定される550緑と水の森林基金（仮称）の設置について551森林開発公団がN
TT資金で事業実行552主要木材の需給見通しを公表553昭和62年度林業白書を発表554
国有林材の生産・販売方針一昭和63年度林野庁555“葉枯らし材"の生産を開始く国有林＞556
製材の日本股林規格(JAS)の抜本改正の検討に着手く林野庁>557<林野庁＞国産材流通システ
ム研究会が発足558森林・林業・林産業に係る基本問題を提言－自民党林政基本問題小委559
昭和62年度の間伐実施状況（民有林）560農林水産祭の天皇杯等受賞者決まる561

林業技術No.5611988.12
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統計にみる日本の林業

雪による被害の多い中高齢林550主な特用林産物の輸出入の動向551利用関係別にみた62年の
新設住宅着工戸数の動き552製材加工の労働生産性553割高なわが国の育林費554最近の合
板の動き555二酸化炭素と林業556しいたけ原木の庭先価格の推移557余暇志向と森林558
国産材（用材）の供給量等の推移559国民経済と林業560樹種別人工造林面積の推移561

林政拾遺抄 筒井辿夫

ケヤキ並木553市民の山554足尾の治
青森市の森林博物館558精英樹559伝

五山文学550魚付林551伝統を造形する552

山555奈良俣ダムの土捨場556立山登山557
説の里560別府竹細工561

木と住まいの美学

しゃれた入口550木製家具を生かした鑪薗552
歴史と町並み559人と町並み(1)561

本の紹介

美しい庭の飾り壁554木造建築とm]並み557

『日本森林行政史の研究一環境保全の
源流』（西尾隆著）手束平三郎
『地域開発と山村・林業の再生』（岡田
秀二箸）成田雅美
『高知の森林と林業山村』（高知県緑の
環境会議森林・林業・山村研究会編）

北川泉

NHKブックス『森林を蘇らせた日本

人』（牧野和春著）田中茂
わかりやすい林業研究解説シリーズNo.
91『ヒノキカワモグリガの生態と防除』

（山崎三郎・倉永善太郎著）田上勲
『緑と人間の文化（原題Greenlnheri-
tance)｣(AnthonyHuxley著，宮脇
昭監修，鈴木邦雄・中村武久訳）

小野幹雄

『木を育て山を生かす人々』千葉県林業
研究会の20年（千葉県林業研究会編
著）北川紀彦
森林からのメッセージ③燐に棲む野鳥
の生態学』（由井正敏著）阿部學
『森の生命学一つねに菌とともにあり』
（今関六也著）小林一三

『日本のシダ植物図鑑』1～8巻（倉田
悟・中池敏之編）谷本丈夫
『森林の物質循環』（堤利夫著）

松井光端
『緑の景観と植生管理」（高橘理喜男・
亀山章編集）高木勝久
カラー解説『庭木・花木・林木の病害』
（小林享夫編著）近藤秀明
『木を活かした豊かな空間』公共建築物
の木造事例集そのⅡ（木材需要拡大中
央協議会編）田辺真次
『林道災害復旧工法事例集第2集一
災害復旧工法の具体例』（林道研究会
編）滝口政美
吐を知らずに施業はできない一一私の

土壌調査論文集』（川原次男著）
原田洸

ちくまプリマーブックス14『空から地下

を探るには？』（西尾元充著）
若森邦保

『大口の植物と詩と』（杉本正流著）
編集部

く写真集＞『岐阜県の山』白山連峰・
奥美濃編（成瀬富士一著）編集部

556

556

550

551

551

552

557

558

553

558

553

559

554

560

560

561

555

555

555

だま
一
」

初夢550松くい虫の被害をみて551壮年期552未来への遺産553林業技術のための方舟
戦術554内需拡大と林業555林業の将来は〃556技術革新と新人ホモサピエンス557森
林の利活用から558森林・林業の新たなパラダイム559地球史と森林時代560癖561

会員の広場

伐根処理をして次の代の林を健全に育てよう佐保春芳551分収育林制度について考える右近啓吾
552桐実生苗の育苗と造林柏谷信一552文部省編『学術用語集農学編』について大友栄松
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553黄土高原丘陵区水土保持林について呉斌554スギノアカネトラカミキリによる被害回避
に対する私見斉藤明555樹高を能率よく測定する方法北村系子・明石孝輝557海外生活へ
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新会員勧誘のお願い

第35回森林・林業写真コンクール作品募集要領
投稿募集要領

第43回日本林業技術協会通常総会の開催および関係行事のお知らせ
『空中写真セミナー』開催のご案内
第35回森林・林業写真コンクール入選者の発表

第34回林業技術賞・同努力賞および鋪34回林業技術コンテスト入賞者の発表
山火事予知ポスター「図案」「標語」藻集要領
昭和63年度林業技士養成識習受講者募集要領および林業技士登録要領（綴込）
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緑と水の森林基金にご協力下さい

第35回林業技術賞および第35回林業技術コンテストについての予告
森林総合研究所新たなスタート

第36回森林・林業写真コンクール作品募集要領
山火事予知ポスター＜標語・図案＞入選者の発表
昭和63年度林業技士養成講習くスクーリング研修＞日程
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新会員勧誘のお願い
社団法人

日本林業技術協会

く個人終身会員制度ご活用のおすすめ＞
年齢満50歳以上の方には，「個人終身会員」の制度があります。この会員になるために
は一時金として3万円を納入いただきますと生涯会員としての特典をうけることができま
す。また，現在，正会員の方でも満50歳以上であれば，一時金3万円をお納めいただき
ますとこの会員に切り替えることができます。

＜入会の手続＞

口入会申込書に必要事項を記入し，当年度の会費を添えて，分会または支部，
あるいは本部にお送り下さい。（入会申込書は本部または各支部にあります）
口林業関係の職域にある方は，なるべく分会または支部を通じてお申し込み下
さい。その他の方も分会または支部に申し込まれるのを原則としますが，ご
都合で本部に直接申し込まれても差し支えありません。

口会費正会員年額3,500円（学生2,500円）
特別会員(個人終身会員）一時金30,000円以上
〃（甲種）（主として法人）一時金60,000円以上
〃（乙種）（主として法人）年額6,000円以上

（篭騨繕騨年4月'日から翌年3月31日までの1ｶ年座分の）
＜会員の特典＞

○会誌「林業技術」を毎月お送りします。また，会○支部または支部連合会が総会または，大会等を開
誌綴込用ファイルを配布します。催する際に，必要があればその要請によって，経
○会員用バッジを送付します。費の一部を補助することができます。
○林業技術賞，林業技術コンテストに参加する資格○支部に対しては，支部交付金および支部活動のた
ができます。めの経費について，要請によって補助することが
○林業手帳，林業技術参考図書を無償配布します。できます。
○本会発行の図書は，定価の10％割引販売します。○その他なにごとによらず，ご相談に応じます。
○物品，図書，機材の斡旋をいたします。
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第36回森林･林業写真コンクール

作品募集要領

題材：森林の生態（森林の景観・環境保全・森
林動植物の生態・森林被害など)，林業
の技術（育苗･植栽･保育等,木材生産・
木材利用など)，農山村の実態（生活・

風景など)，都市の緑化，森林レクリエ
ーション

作品：1枚写真（四ツ切りとし，組写真は含ま

ない)。白黒の部・カラーの部に分ける。

応募資格：応募者は職業写真家でないこと。なお作
品は自作に限る。

応募点数：制限しない。

記載事項：①題名，②撮影者名（郵便番号･住所･氏

名･年齢･職業･電話番号),③内容説明，
④撮影場所，⑤撤影年月日，⑥撮影デー
タ等を記入すること。

注意事項：労働安全衛生規則に定める安全凝準に適
合するものであること。例えば，伐木作
業等に保護帽を着用していない作品は，
入選できないのでご注意ください。

締切：昭和64年3月31日（当日消印有効)。
送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102〕

日本林業技術協会「第36回森林･林業写
真コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し，応募作
属及びネ品は返却しない。作品のネガは入賞発表
ガの提出と同時に提出のこと。
審査と：審査は昭和64年4月上旬に行い,入選者
発表は会誌「林業技術」5月号に発表。作品

の公開は随時，同誌上で行う。

審査員：島田謹介(写真家),八木下弘(写真家),眞
鍋武紀(林野庁林政課長)，真柴孝司(林
野庁研究普及課長)，若狭久男(全国林業

改良普及協会事業部長)，長谷川尭(日本

林業技術協会専務理事）（敬称略･順不同）

主催(社)日本林業技術協会後援林野庁

林業鼓術No|.5611988.12
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◎海外派遣

1．国際協力事業団との業務実施契

約による「インドネシア国産業造

林計画調査」にかかる現地調査の

ため役職員を派遣した。

蜂屋欣二技術指導役（総括団長）

11/11～30，伏見一明理事（副団

長）ほか4名11/11～12/25,小

路口誠志郎国際事業部課長11/6～

12/25,梶垣純国際事業部課長代

理11/6～64年3/15.

2.FAO主催の熱帯林行動計画

(TFAP)のアルゼンチン会議

出席のため，増井博明国際事業部

課長を11/23～12/6まで派遣し

た。

◎講師派遣

1．依頼先：林業識習所

内容：営林署長研修(Ⅱ)これ

からの森林施業

期間：12/8

講師：松井光端顧問

2．依頼先：林業講習所

内容：養成研修専攻科1年次

森林航測論

日時：12/3，9，12，17

識師：渡辺宏技術開発部長

3．依頼先：千葉県治山林道協会

内容：地域振興と林道事業

県，市町村等林道事業

担当者

日時：11/17，18

講師：湘口政美調査第二部長

4．依頼先：大分県林業水産部

内容：航空写真研修，県職員

等

日時：11/29～12/1

講師：若森邦保技術開発部次

長

＠番町クラブ例会

当協会会議室において次のとおり

開催された。

日時：11月29日

講師：鈴木郁雄本会理事長

演題；中国林業事情について

◎調査部・技術開発部関係業務

1．11月22日，地域資源管理シス

テム形成調査委員会を本会会議室

にて開催した。

2．11月24日，松くい虫特別防除

の薬剤の飛散・影響調査委員会を

本会会議室にて開催した。

◎調査研究部関係業務

1．11月2日，特用林産物（樹実）

需給動向調査第1回委員会を本会

会議室にて開催した。

2．11月15日，立山，飛越地域整

備計画調査第1回委員会を富山市

にて開催した。

3．11月24日，南九州中部地域整

備計画鯛査第1回委員会を宮崎県

小林市にて開催した。

◎支部連合大会

中部・信州連合大会を10月10，

11日，静岡大学腿学部にて開催，本

部から湯本常務理蕊が出席した。

◎海外研修員の受入れ

1．中華民国台湾省からの依頼によ

り，研修員を受入れた。

氏名：呉建業（国立台湾大学実

験林管理妙ほか4名

内容：林業機械化，薬剤除草

期間：8/28～9/15

2．国際協力事業団からの委託によ

り緑の推進協力プロジェクトの研

修員を受入れた。

氏名:J.K.ベニュ（タンザニ

ア国新首都開発公団主任

林業技官),P.A・ヌデ

ィウル（セネガル国自然

保謹省研究計画部長）ほ

か1名

内容：日本林業の概要

期間：11/2～4

3．国際協力事業団からの委託によ

り，昭和63年度森林土壌コース

の研修員を受入れた。

氏名:K.M.ニュント（ビルマ

国腿林省森林局シュエポ

地区林務官）ほか6カ国

6名。

内容：昭和63年度森林土壌コ

ース森林土域に関する知

識および調査技術の習得

期間：10/17～12/9

4．国際協力事業団からの委託によ

り，研修員を受入れた。

氏名：ハジ・アプドル・ラーマ

ン（ブルネイ国森林局管

理部長）

内容：リモートセンシングおよ

び森林計画

期間：11/21～12/20

．国内研修員の受入れ

長崎県農林部からの依頼により，

研修員を受入れた。

氏名：高木信春（農林部林務課

主査）ほか1名

内容：正射写真図に関する技術

研修

期間：11/28～12/9

．林業技士養成講習・スクーリング

研修

1．林業機械部門スクーリング

氏名：竹内将純（大正町森林組

合林産課長）ほか4名

期間：11/14～18

2．森林評価部門スクーリング

氏名：飯塚晋ほか9名

期間：12/5～9

昭和63年12月10日発行
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識…岸根卓郎著
A5判/238頁/定価2,800円/〒300

これからの国土政策は，生命系の象徴たる森林を国づくり

の核とすることにより，自然との共生の遊を探り出す必要
がある。こうした問題意識の下に,本書は，銅湘攻策を国

づくりの限幹に位置づけ，国民生活を支えている森林の多

面的機能の高度発揮に配慮しつつ，その騎迩化の方法をコ

ンピュータ・シミュレーション等の科学的手法により明ら

かにしようとしている。今後，わ力種独自の自然保繊と林

業の調和について,本書のような分折力誘々 葹要となろう。

材野庁監修A5判!/384頁/定価3,300円/〒300

国民生活力篭かきを噸すにつれ食べ物はより自然的，よ

り‘鰊的なものが求められ，調度品は本物のよさや簡級品

力塊直されてきているなかて；きのこ，山梨うるし等の

特用林産物に対する国民の関心力瘤まっている。これら特

用林産物は,掴明に収入の得られる貴重な作目となってお

り，各地で行われているむらおこし運動にも大きば僻llを

果たしている。本IM:は，雑用林産に携わる多くの方々 の参

考書として活用いただけるものである。
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大切な水へ愛をこめて一
…

編集：｢水を語る女性の会」編集協力：国土庁A5判/308頁/定価1,900円/〒250
②「水を語る女性の会」メンバー：天鱗し子／伊藤律子／今井通子／漆原美代子／大熊
由起子／大橘和子／大山のぷ代／緒方M醸子／溌田由起子／加納みゆき／見城美枝子／
近藤とし子／今野由梨／酒井かず子／佐佐木久子／杉本苑子／干登三子／富脳玲子／富
山和子／中村桂子／野田佳江〃、一バラ寺岡／フランソワーズ・モレシヤン／松原純子
／森下郁子／矢口光子

一口

好評発売中，

☆刊行以来大きな反響一『日経』『朝日』『読売』『毎日』『日本農業』『京都』新聞く読書･文化欄>で紹介ノ

森のきた道一瞬治鑑繍'罵諒ゞ"蝿蒸繍ゞ
林政総合調査研究所理事長

枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林業技
術＞連載「物語林政史」待望の刊行／（縦組みとし，資料写真・人名索引を付していっそうの充実をはかり
ました）●これまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。・諸々 の基本政策の創始，変
遷の過程を時代の背景とともに活写。
「･･･…大久保利通がドイツ流林学を導入する逸話,それが官僚機構の中で屈折し,貫徹し,現代に何を残したか,歴史的
人物の挿話とともに興味深い。無味乾燥の林政史にドラマを持ち込み，同時に政策史の流れを骨太に描いた労作」（晦
日新聞』3月24日付読書欄）

<改訂版〉新･森林航測テキストブック
撫鐵灘維渡辺宏著A5判264頁定価3,000円(〒共）
空中写真は，森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく，今では林業のあらゆる分野で
利用されています。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえ
ましょう。

本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技
術。機器の進歩・改良に対応して大幅に改訂しました。＜演習＞の項には本書の1/4のスペー
スを割いて編集されており，研修用にも最適の教材であります。

’発行日本林業技術協会
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医薬部外品
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ボトル1.2kg入り/2缶セット1パック●特価s,ヨロロ円(〒共）

●各方面で大好評ノ作業現場で,ご家庭で,ぜひお試し下さい。

侭､方簡単｡研 0
’

●下刈り用ｶﾏ･枝打ち用ﾅﾀ‘ﾊｻﾐ，包丁･ﾅｲﾌ･ｽｹーﾄのｴｯジなど。
●超硬チップ採用で

耐久性バツグン

雌断の研ぎ効采を苑郷するチップ郡分

には.超硬合命を採川。'ド,k久的に他

I

●使州ILない1I#は必ず

キャップをつけて〈だ鄙も

－

鞭日本林業技術協会
〒IO2東京都千代田区六番町7番地
電話(03)261-5281振替東京3-60448

●ご注文は直接当協会へ…･発売元

●持病のある方…………･…

える職場で働く方……

冷え症.神経痛.リウマチ.あせも．

しもやけ・肩こり・婦人病･痔etc・

林業･畜産.農業.漁業.屋外作業．

冷房オフィスetc。

。早く疲れを取りたい方…馳遍駕撫轆働．
･気疲れをとりたい方……勢笹蜜雛息壼錘蠅．
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●先端技術で林業をとらえる,日林協のポケコン
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軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業
に適しています。

パソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価です。

カナ文字採用ですので,見やすく,親し
みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できます。

日林協の織怡S役？
セット価格¥SBｦロロロ

嘩ソフト価格¥1Sツロロロ

※八一ドのみの販売はいたしません。

24%/重量7009SIZE:タテ145り向／横202Wi,/厚さ

実 届
して曲砿,汁算,IﾇI化|＄に必要な誤差調整したX

賊と面俄が求められます。
すばる

Eヨ

林道基本設計計算機 卯

Y座標

架線設計計算機

《特徴》

･架空索による集材架線力･ら簡易索張りに雫るまて：国
内で使用されているほとんどの索張り方式の般計計算が

可能です。

宴架線の設計データを入力するだけて；糖度の間↓､股計

甫I錬響が作成されます。

．今まで計算が困難だった安全率に応じたj1k大使剛術竃
を求める計算式がプログラムされています。

林
業
技
術

《特徴》

1林道の中心線測欺における曲線設定に当たって，従来

の曲線表を剛も､ると|Iilじ嬢覚て;どの曲線lkl-fからでも

必要な数価を求めることが現地で容易。

･……交角法，川;椅角法，切線枝距法，四分の‐法

ヘアピン1111線の殻悩等

塞林道の工41＃鮫Ii鯏酬:において,-I積高I算（両端Wrini"

平均法による）を,帯測点における断面糠データを入力す

るだけで,|><附征の切収溌,朧土鎧の計算が容易である。ｺﾝパｽ順礁離北斗
また、入力したデータをカセッ|､に記憶させること力呵

能て：‘没,;|変史等の再計算も容易。

●主なプログラム

《特徴〉
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